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５
月
５
日
の
立
夏
を
境
に
、
季
節
が
夏
に

変
わ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
山
口
素
堂
さ
ん

に
よ
って
詠
わ
れ
た
「
目
に
は
青
葉
、
山
ほ
と

と
ぎ
す
、初
鰹
」
は
こ
の
時
期
を
表
し
て
い
て
、

目
・
耳
・
口
で
季
節
を
感
じ
取
る
こ
の
俳
句

は
そ
の
時
代
の
人
々
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

俳
句
だ
け
で
な
く
、
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
、

景
色
が
色
濃
く
な
り
始
め
る
初
夏
は
「
蛙
始

鳴(

か
わ
ず
、は
じ
め
て
な
く)

」「
蚯
蚓
出(

み

み
ず
、い
ず
る)

」「
竹
笋
生(

た
け
の
こ
、し
ょ

う
ず)
」
と
い
う
候
が
あ
る
通
り
、
何
か
が

始
ま
る
パ
ワ
ー
に
満
ち
溢
れ
た
季
節
で
す
。

　
５
月
は
田
植
え
の
時
期
で
あ
り
、
夏
野
菜

の
苗
が
数
多
く
出
回
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
家
庭
菜
園
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
苗
の
生
産

規
模
は
年
々
増
加
し
て
い
て
、
私
た
ち
も
様
々

な
品
目
・
品
種
の
苗
を
購
入
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
苗
の
定
植
に
お

い
て
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は

「
雨
の
日
に
植
え
な
い
」「
午
後
、
と
く
に
夕

方
に
植
え
な
い
」「
風
の
強
い
日
に
植
え
な
い
」

の
３
点
。
土
に
し
っ
か
り
根
を
張
る
ま
で
、
不

安
定
な
状
態
に
あ
る
苗
は
、
し
っ
か
り
光
合

成
を
し
て
呼
吸
が
出
来
る
よ
う
に
こ
ま
め
に

管
理
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

MIRAIRO

SAIJIKI

み
ら
い
ろ

歳
時
記

　
４
月
上
旬
。
地
面
か
ら
直
径
２
㎝
程

の
太
さ
の
ア
ス
パ
ラ
が
顔
を
出
す
。
収

穫
は
４
月
初
旬
か
ら
10
月
ま
で
の
長
丁

場
だ
。

　
今
年
で
就
農
10
年
目
を
迎
え
た
広
明

さ
ん
が
ア
ス
パ
ラ
栽
培
を
始
め
た
の
は

平
成
21
年
。
自
分
で
生
産
す
る
品
目
と

し
て
青
田
地
区
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
ア

ス
パ
ラ
に
出
会
っ
た
。
栽
培
す
る
上
で

の
こ
だ
わ
り
は
良
い
堆
肥
を
使
い
、
味

の
良
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
。
近
く
の

堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
び
、
配
合
の

割
合
な
ど
を
確
認
し
た
も
の
を
使
用
す

る
。
販
売
で
の
こ
だ
わ
り
は
商
品
の
見

　ずっと惚れ込んでいた「トヨタ８６」を
３年前に購入した広明さん。休みの日には、
見て、乗って楽しんでいる。洗車も自分の
手で丁寧に行う。「ドライブも好きだけど、
眺めているだけでも満足」と車好きな一面
が垣間見えた。

せ
方
や
値
段
の
付
け
方
に
気
を
使
う
こ

と
。「
ど
う
し
た
ら
買
っ
て
も
ら
え
る

か
」
を
重
要
視
し
、リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
広

明
さ
ん
は
「
農
業
の
良
さ
は
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
出
来
る
と
こ
ろ
。
そ
の
反

面
、
責
任
を
持
っ
て
つ
く
っ
て
い
る
」

と
話
し
た
。

　
今
年
、Ｊ
Ａ
の
青
年
部
・
農
業
後
継

者
連
絡
協
議
会
の
初
代
会
長
に
選
ば
れ

た
広
明
さ
ん
。
自
分
の
農
業
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
農
業

が
成
り
立
つ
た
め
の
盛
り
上
げ
方
を
若

手
農
業
者
仲
間
と
模
索
中
だ
。

地域農業が
成り立つように

本宮市青田　
  伊 藤 広 明 さん

次代
　の仲間

若き農業者紹介コーナー

愛 車 は
癒やしの空間

収穫は一本ずつ丁寧に行う

愛車に乗ってはにかむ広明さん

02…みらいろ歳時記
03…若き農業者紹介コーナー　次代の仲間
04…ニュース
06…特集 新入職員紹介
10…みらいろトピックス
　　 福島地区、伊達地区、安達地区、そうま地区
18…気の向くままに散歩道　おでかけ　みらいろーど
20…所得アップ実践農家の取り組みを紹介　農業人
22…今月の営農情報
23…農の達人栽培講座
 ～作業ごとのポイントや工夫を解説～
25…所得アップ実践農家の取り組みを紹介
26…輝きを未来へ　相馬農業高校
27…よくわかる福大農学系学部設置について
28…女性部活動紹介
30…ベジフルみらいろキッチン
31…元気にすくすく　みらいっ子
32…キリン絆プロジェクトレポート
33…健康コラム
34…みらいろ作品展
36…ＪＡ活用術
38…ＪＡからのお知らせ
40…農のある風景

【表紙のウラ話】
　今回のなかなかイケてる
表紙。実は一発ＯＫで撮れ
た写真でした。つまりウラ
話に載せている写真がウラ
話用に撮影したヤラセ写真
だという、ウラ話のウラ話。
　何はともあれ、真ん中の
伊藤さんの満面の笑み、両
サイドを固める國分さん㊧
と後藤さんのキメ顔、アス
パラのピント、３拍子全て
が揃った最高傑作といえる
表紙写真になりました。皆
さんありがとうございまし
た！

ウラ話用に撮影した写真

も く じ

農×

暮
ら
し

農×

暮
ら
し
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当
Ｊ
Ａ
は
14
日
、
福
島
県
生
活
協
同

組
合
連
合
会
な
ど
が
企
画
す
る
「
福
島

の
子
ど
も
保
養
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の

お
米
１
ｔ
贈
呈
式
を
本
店
で
行
い
ま
し

た
。
菅
野
孝
志
組
合
長
と
福
島
県
生
協

連
の
吉
川
毅
一
会
長
な
ど
5
人
が
出

席
。
菅
野
組
合
長
は
米
俵
を
吉
川
会
長

へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　

菅
野
組
合
長
は
「
震
災
後
、
皆
さ
ん

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝
の
気
持

ち
を
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
繋
い
で

い
き
た
い
」
と
話
し
、
吉
川
会
長
は

「
7
年
目
に
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

県
有
林
を
活
用
し
た
『
子
ど
も
の
遊
び

塾
』
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
も
始
め

る
。
子
ど
も
達
に
福
島
の
農
産
物
を
食

べ
て
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

こ
た
え
ま
し
た
。

　

今
回
贈
呈
し
た
の
は
、
安
達
地
区
の

ブ
ラ
ン
ド
米

「
あ
だ
ち
の

め
ぐ
み
」
で
、

今
後
、
保
養

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
の
食

事
な
ど
で
使

用
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
農
業
振
興
大
会
を
4
月

1
日
、
Ｊ
Ａ
福
島
ビ
ル
で
開
き
、
県
や

管
内
市
町
村
、
生
産
者
代
表
、
Ｊ
Ａ
役

職
員
ら
２
６
７
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
販
売
品
販
売
高
３
０
０
億

円
の
早
期
達
成
を
掲
げ
、
主
要
19
品
目

の
所
得
ア
ッ
プ
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
「
平

成
29
・
30
年
度
地
域
農
業
振
興
計
画
」

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
長
年
の
経
験
と

豊
富
な
知
識
、
技
術
を
持
つ
中
核
農
家

が
指
導
役
を
担
う「
農
の
達
人
」を
新
設
。

席
上
、
委
嘱
状
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

菅
野
孝
志
組
合
長
は
「
組
合
員
と
目
標

を
共
有
し
、
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

に
全
力
で
取
り
組
む
」
と
強
調
。
早
期

目
標
達
成
を
誓
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
伊
達
郡
川
俣

町
山
木
屋
地
域
の
避
難
指
示
区
域
が
、

3
月
31
日
に
解
除
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
当
Ｊ
Ａ
は
4
月
3
日
、
山
木
屋
支

店
の
同
地
域
内
で
の
営
業
を
再
開
し
ま

し
た
。
同
支
店
で
行
っ
た
記
念
式
典
で

は
、
参
列
者
約
40
人
が
5
年
10
ヶ
月
ぶ

り
の
再
開
を
喜
び
ま
し
た
。

　

山
木
屋
地
域
は
震
災
後
の
平
成
23
年

4
月
に
国
が
定
め
る
計
画
的
避
難
区
域

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

25
年
8
月
に
は
一
部
に
居
住
制
限
区
域

が
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
全
域
が
避
難
指
示

解
除
準
備
区
域
に
指
定
さ
れ
、
平
成
27

年
8
月
か
ら
は
帰
還
に
向
け
た
長
期
滞

　

当
Ｊ
Ａ
が
運
営
す
る
そ
ば
蔵
「
旬
楽

里
」
の
２
号
店
と
な
る
「
て
れ
す
と
ら

ん
旬
楽
里
」
が
４
月
17
日
か
ら
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
福
島
放
送
局
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
大
衆
食
堂
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
社
員
食
堂

と
し
て
の
機
能
を
期
待
さ
れ
る
同
店
舗

で
は
、
従
来
の
旬
楽
里
の
メ
ニ
ュ
ー
に

加
え
、
お
に
ぎ
り
や
い
な
り
ず
し
の
様

な
軽
食
や
お
子
様
ラ
ン
チ
、
日
替
わ
り

ラ
ン
チ
な
ど
、
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
。
季
節
ご
と
の
福
島
県
産
食
材
を
使

用
し
な
が
ら
地
産
地
消
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　

旬
楽
里
２
号
店
の
出
店
は
、
農
産
物

直
売
所
こ
こ
ら
吾
妻
店
内
に
あ
る
「
こ

こ
ら
亭
」
の
常
連
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
本

保
晃
局
長
が
、
社
員
食
堂
の
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
会
社
の
切
り
替
え
に
伴
い
、

Ｊ
Ａ
に
出
店
を
依
頼
し
た
こ
と
が
き
っ

　

職
員
を
代
表
し
て
、
二
本
松
営
農
セ

ン
タ
ー
の
國
分
正
人
副
セ
ン
タ
ー
長
が

決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
友
好
Ｊ
Ａ
協
定
を

結
ぶ
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
営
農
販
売
部
次

長
の
池
田
政
美
さ
ん
が
「
Ｊ
Ａ
秋
田
お

ば
こ
園
芸
振
興
方
針
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
振
興
計
画
に
は
主
要
19
品

目
の
所
得
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、

意
欲
あ
る
担
い
手
の
確
保
、
育
成
、
販

売
戦
略
、
営
農
指
導
の
強
化
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
地
域
農
業
振
興
計
画
」
の
冊

子
は
、
5
月
の
組
合
員
訪
問
日
に
、
全

正
組
合
員
宅
へ
配
付
と
な
り
ま
す
。

在
が
可
能
と
な
る
準
備
宿
泊
も
始
ま
り

ま
し
た
。

　

山
木
屋
支
店
は
山
木
屋
地
域
が
避
難

指
示
区
域
に
指
定
さ
れ
て
以
降
、
川
俣

支
店
内
の
仮
店
舗
で
営
業
を
続
け
て
い

ま
し
た
。
平
成
28
年
3
月
か
ら
は
仮
店

舗
で
の
営
業
と
並
行
し
て
、
以
前
の
山

木
屋
支
店
内
で
貯
金
や
営
農
の
相
談
窓

口
を
週
2
回
設
け
て
帰
還
希
望
者
の
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
菅
野
孝
志
組
合
長
や
川
俣

町
の
佐
藤
金
正
町
長
な
ど
代
表
者
8
人

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
再
オ
ー
プ
ン
を
祝

い
ま
し
た
。
式
典
後
に
窓
口
を
利
用
し

た
渡
邉
福
七
さ
ん
は
「
川
俣
支
店
に
行

く
よ
り
も
近
く
な
っ
た
。
震
災
前
の
状

態
に
戻
っ
て
き
て
嬉
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

か
け
。「
全
国
転
勤
の
社
員
に
福
島
の

農
産
物
を
使
っ
た
手
作
り
料
理
を
食
べ

て
一
息
つ
け
る
場
所
を
作
り
た
い
」
と

い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

　

新
店
舗
の
食
材
に
は
、
農
産
物
直
売

所
こ
こ
ら
で
販
売
し
て
い
る
野
菜
や
米

を
使
用
し
ま
す
。
従
来
の
旬
楽
里
で
は

週
替
わ
り
ラ
ン
チ
を
提
供
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
店
舗
で
は
社
員
食
堂
を
兼
ね

て
い
る
た
め
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
に
変
更

し
て
い
ま
す
。

　

14
日
に
行
っ
た
プ
レ
オ
ー
プ
ン
試
食

会
に
は
、
Ｊ
Ａ
の
常
勤
役
員
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
役
職
員
な
ど
11
人
が
出
席
。
日
替
わ

り
ラ
ン
チ
を
食
べ
た
本
保
局
長
は「
思
っ

た
以
上
に
き
れ
い
な
見
た
目
で
、
品
目

も
多
く
、
美
味
し
か
っ
た
。
福
島
の
食

を
知
る
場
に
も
な
り
、
今
後
、
多
く
の

方
に
足
を
運
ん
で
頂
け
そ
う
」
と
期
待

を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
て
れ
す
と

ら
ん
旬
楽
里
」

の
営
業
時
間

は
11
時
半
か

ら
14
時
半
ま

で
、
定
休
日

は
毎
週
土
曜

日
で
す
。

▲�菅野組合長から「農の達人」の委嘱を受けるメンバー

▲�窓口利用者第1号の渡邉さん㊧

▲�副菜が多い日替わりランチ
▲�米俵を手渡す菅野組合長㊨

▲�「販売高300億円の早期達成目指す」と菅野組合長

▲�ＴＡＣ担当者を代表して決意表明を行う職員

▲�再スタートを祝すテープカット

▲�てれすとらん旬楽里だけで味わえる
カレーも人気

販
売
高
３
０
０
億
円
目
指
す

農
業
振
興
大
会
開
催・農
家
が
指
導
役
担
う「
農
の
達
人
」新
設

5
年
10
ヶ
月
ぶ
り
の
再
開

山
木
屋
支
店
再
オ
ー
プ
ン

社
員
食
堂
＋
福
島
の
食
の
発
信
場
所
へ

て
れ
す
と
ら
ん
旬
楽
里
オ
ー
プ
ン

担
い
手
農
家
と
連
携
強
化

担
い
手
渉
外
Ｔ
Ａ
Ｃ
出
発
式

あ
だ
ち
の
め
ぐ
み
１
ｔ
贈
呈

福
島
の
子
ど
も
保
養
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
お
米
贈
呈
式

　

農
業
所
得
向
上
と
担
い
手
農
家
と
の

連
携
強
化
を
目
指
し
、
販
売
、
購
買
、

農
業
融
資
、
農
業
関
連
共
済
な
ど
ト
ー

タ
ル
的
に
営
農
活
動
に
対
応
す
る
担
い

手
渉
外
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
の
出
発
式
を
4
月

4
日
、Ｊ
Ａ
福
島
ビ
ル
で
開
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
4
人
の
増
員
を
図
り
、
21

人
体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

関
係
者
ら
50
人
が
出
席
し
た
式
で

は
、
伊
藤
昌
廣
専
務
が
「
組
合
員
の
意

見
・
要
望
に
応
え
ら
れ
る
情
報
提
供
・

課
題
提
案
を
行
い
、
農
業
所
得
ア
ッ
プ

に
向
け
取
り
組
み
を
強
化
す
る
」
と
あ

い
さ
つ
。
太
田
貴
司
係
長
が
「
農
家
所

得
の
向
上
に
全
力
で
取
り
組
む
」
と
決

意
表
明
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス
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高
たか

橋
はし

　　陸
りく

配 属：
出 身：
趣味･特技：

清水支店
福島市
テニス

中・高と続けたテニス部で身
につけた粘り強さや団結力を
仕事に生かしていきます。

竹
たけ

澤
さわ

　優
ゆう

人
と

配 属：
出 身：
趣味･特技：

信陵支店
福島市
散歩・ドライブ

休日は車で遠出をします。
その積極性を生かし仕事
に取り組みます。

遠
えん

藤
どう

　祥
しょう

子
こ

配 属：
出 身：
趣味･特技：

北信支店
福島市
読書

映画や音楽鑑賞が好きです。
どんなときも好奇心を持って仕
事に励みたいです。

永
え い

林
ばやし

　未
み

羽
う

配 属：
出 身：
趣味･特技：

北信支店
福島市
カフェ巡り

美味しいお店を探すときの様
な行動力を仕事でも発揮し
たいです。

木
き

村
むら

　友
ゆ

里
り

恵
え

配 属：
出 身：
趣味･特技：

共済部共済事務課
福島市
テニス・ピアノ

毎日ギターとピアノを練習し
ています。仕事もコツコツ経
験を重ねていきたいです。

加
か

藤
とう

　名
な

津
つ

美
み

配 属：
出 身：
趣味･特技：

福島地区経済課
福島市
旅行・買い物

旅行雑誌を読むのが好
きです。仕事も想像力を
膨らませて取り組みます。

国
こく

分
ぶん

　　真
まこと

配 属：
出 身：
趣味･特技：

営農部直販課安達地区センター
本宮市
スキューバダイビング

ダイビングで得た感性で商
品知識を吸収し、わかり易
く魅力を伝えたいです。

半
はん

澤
ざわ

　佳
よし

樹
き

配 属：
出 身：
趣味･特技：

金融部融資推進課 
国見町
野球

長年続けた野球で培っ
た明るいあいさつを心がけ
ます。

飯
いい

塚
づか

　　怜
れん

配 属：
出 身：
趣味･特技：

金融部融資業務課
伊達市
スポーツ観戦

楽天の試合観戦で応援
しているときのように、いつも
元気で仕事をします。

特集

伊達地区

渡
わた

邉
なべ

　竜
りゅう

一
い ち

配 属：
出 身：
趣味･特技：

渡利支店
福島市
サッカー

やせるために毎日腹筋をし
ています。仕事も目標をしっ
かりもって取り組みます。

佐
さ

藤
とう

　　舞
まい

配 属：
出 身：
趣味･特技：

川俣支店
川俣町
バレーボール

バレーボール部の練習と
同じように、仕事も熱心に
取り組みます。

阿
あ

部
べ

　友
とも

哉
や

配 属：
出 身：
趣味･特技：

飯野支店
福島市
ソフトテニス

週１回ソフトテニスを続け
ています。それ以上に意欲
を持って仕事に励みます。

齋
さい

藤
とう

　龍
りゅう

之
の

介
す け

配 属：
出 身：
趣味･特技：

北福島営農センター
福島市
ランニング

高校では陸上部でした。
長距離走のように根気強
く仕事をしたいです。

渡
わた

邉
なべ

　結
ゆ

花
か

子
こ

配 属：
出 身：
趣味･特技：

松川支店
三春町
書道

友達とライブに行くのが好
きです。仕事も積極的に
頑張ります。

後
ご

藤
とう

　千
ち

里
さと

配 属：
出 身：
趣味･特技：

すぎのめ支店
福島市
読書

書店めぐりで良い本に出会えた
時のように、組合員さんにも喜ん
で頂ける商品提案をしたいです。

金
か

成
なり

　隆
たか

世
つぐ

配 属：
出 身：
趣味･特技：

野田支店
福島市
剣道・居合道

週に１度居合をしていま
す。鍛えた精神で忍耐強
く頑張ります。

髙
たか

橋
はし

　茉
ま

夕
ゆ

夏
か

配 属：
出 身：
趣味･特技：

福島西支店
福島市
イラストを描くこと

イラストが得意です。特技
を生かして来店者をおも
てなししたいです。

大
おお

方
かた

　歩
あゆ

実
み

配 属：
出 身：
趣味･特技：

野田支店
福島市
音楽鑑賞

吹奏楽部に所属していたとき
のように、仲間や先輩方とのコ
ミュニケーションを大切にします。

吉
よし

田
だ

　勇
ゆう

誠
せい

配 属：
出 身：
趣味･特技：

福島東部支店
福島市
バスケットボール

週末はラーメン屋巡りをして
います。計画力を生かして信
頼される職員になります。

桑
くわ

島
じま

　　潤
じゅん

配 属：
出 身：
趣味･特技：

伊達地区経済課
伊達市
スノーボード・サッカー

スキー場で知り合った仲間たちと
スノーボードを楽しんでいます。コミュ
ニケ―ションを大切にしていきます。

山
やま

本
もと

　　暁
あきら

配 属：
出 身：
趣味･特技：

伊達地区催事課
伊達市
野球

野球で培った根性で地
域の復興に貢献できるよ
う精進します！

関
せき

根
ね

　優
ゆう

香
か

配 属：
出 身：
趣味･特技：

保原総合支店
伊達市
野球観戦

時間があるときは野球を見に
行きます。仕事も常に興味を
持って取り組みたいです。

小
こ

嶋
じま

　苑
その

香
か

配 属：
出 身：
趣味･特技：

長岡支店
伊達市
バスケットボール

今年はギターに挑戦しようと
思っています。仕事もチャレンジ
精神を忘れずに頑張ります。

橋
はし

本
もと

　紗
さ

英
え

配 属：
出 身：
趣味･特技：

伊達崎支店
伊達市
野球観戦

小学校から楽器演奏を続
けています。仕事でも継続力
を発揮して成長したいです。

安
あん

藤
どう

　玲
れ

奈
な

配 属：
出 身：
趣味･特技：

桑折総合支店 
伊達市
カラオケ

楽しいことと可愛いものが好
きです。楽しみながら思いや
りのある対応をしたいです。

蓬
よもぎ

田
た

　理
り

華
か

配 属：
出 身：
趣味･特技：

上保原支店
桑折町
バドミントン

音楽鑑賞が好きです。リラック
スして話を聞いて頂けるような
言葉づかいを心掛けたいです。

津
つ

野
の

　育
いく

美
み

配 属：
出 身：
趣味･特技：

飯坂東支店
福島市
音楽鑑賞

ジャンルに偏らないで好みの音
楽を探します。仕事も探究心を
持って身につけていきたいです。

佐
さ

藤
とう

　　翔
つばさ

配 属：
出 身：
趣味･特技：

飯坂南支店
福島市
映画・イラスト

趣味のイラストを、支店のポッ
プ作りや商品提案に生かし
たいです。

田
た

村
むら

　真
ま

由
ゆ

配 属：
出 身：
趣味･特技：

福島南支店
福島市
読書

読書で得た知識を活用
して、お客様に信頼される
よう努力します。

佐
さ

藤
とう

　　結
ゆい

配 属：
出 身：
趣味･特技：

共済部共済事務課
伊達市
音楽鑑賞

子どもと遊ぶことが好きです。子
どもだけではなく組合員の皆さん
に身近な存在になりたいです。

新入職員紹介

　４月に入り、新採用職員が各部署に配属となりました。当ＪＡでは４月３日、北信支店で入組式を開き、

新採用職員６８人が新たな一歩を踏み出しました。

 式には新採用職員や役員など約８０人が出席。菅野孝志組合長が「諦めないで果敢に挑戦し続ける

本気力を持って仕事に励んでほしい」と激励。その後、新入職員を代表して北野千晶職員が辞令を受け

取り、国分真職員が「仲間と助け合いながら何事にも全力で取り組みたい」と力強く決意を述べました。

　組合員の皆様、現在それぞれの部署で活躍中のフレッシュな職員をどうぞよろしくお願いいたします！　

本　店

福島地区

特
集

特
集
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皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　
　
　
お
願
い
致
し
ま
す
。

新入職員紹介 特集

佐
さ

藤
とう

　裕
ゆう

基
き

配 属：
出 身：
趣味･特技：

そうま地区農業振興課
伊達市
和太鼓

和太鼓で学んだチーム
ワークの大切さを意識し
て仕事に励みたいです。

内
ない

藤
とう

　真
ま

由
ゆ

子
こ

配 属：
出 身：
趣味･特技：

原町総合支店
南相馬市
バドミントン

体を動かすことが好きで
す。何事にも積極的に取
り組みます。

佐
さ

藤
とう

　　崇
たかし

配 属：
出 身：
趣味･特技：

相馬中村営農センター 
福島市
弓道

弓道で身に着いた集中
力を仕事にも生かした
いです。

佐
さ

藤
とう

　尚
なお

人
と

配 属：
出 身：
趣味･特技：

中村みなみ支店
福島市
お菓子作り

お菓子作りが得意です。
常に好奇心を持って仕
事をします。

鴫
しぎ

原
はら

　圭
けい

亮
すけ

配 属：
出 身：
趣味･特技：

福浦支店 
川俣町
漫画・スポーツ

休日は友人たちとスポーツをしま
す。チームプレーのようなコミュニ
ケーションを大切にしたいです。

荒
あら

　　佑
ゆう

子
こ

配 属：
出 身：
趣味･特技：

上真野支店
須賀川市
沼釣り

１歳の子どもがいます。
仕事と育児を両立して頑
張っていきます。

北
きた

野
の

　千
ち

晶
あき

配 属：
出 身：
趣味･特技：

飯舘総合支店
白河市
バレーボール

小学校からバレーボールを続
けています。進んで何事にも
挑戦します。

高
たか

田
だ

　優
ゆう

作
さく

配 属：
出 身：
趣味･特技：

そうま地区地域支援課 
南相馬市
野球

常に笑顔を絶やさず、少し
でも地域のためなるように
全力投球で頑張ります！

菅
かん

野
の

　友
とも

美
み

配 属：
出 身：
趣味･特技：

小高総合支店
南相馬市
ハンドメイド

手作りでアクセサリーを作ってい
ます。仕事で細かいところまで
気を配れるようになりたいです。

吉
よし

田
だ

　雅
まさ

俊
とし

配 属：
出 身：
趣味･特技：

そうま地区生活資材課
国見町
ソフトボール

高校、大学とソフトボールを
続けてきました。「続ける」とい
う粘りを仕事に生かします。

鈴
すず

木
き

　貴
たか

大
ひろ

配 属：
出 身：
趣味･特技：

原町西支店
塙町
スポーツ

野球、テニスなどいろいろなこ
とに挑戦してきました。仕事で
も多種多様に取り組みます。

配 属：
出 身：
趣味･特技：

本
ほん

名
な

　　宰
おさむ

原町営農センター 
昭和村
水族館巡り

全国各地の水族館を巡って
います。仕事でも新しい発見と
の出会いを大切にしたいです。

松
まつ

井
い

　昂
こう

平
へい

配 属：
出 身：
趣味･特技：

原町営農センター 
三春町
プラモデル作り

古い町並みや建物が好きで
す。自分の感性を生かして
業務に取り組みます。

齋
さい

藤
とう

　広
ひろ

貴
き

配 属：
出 身：
趣味･特技：

小高営農センター 
川俣町
野球

野球を長年続けてきまし
た。任せられた仕事は最
後までやり遂げます。

安
あん

瀬
ぜ

　美
み

咲
さき

配 属：
出 身：
趣味･特技：

二本松支店
福島市
歌うこと

高校では合唱部、大学ではアカ
ペラサークルでした。気持ちのこ
もったあいさつを大事にします。

浦
うら

野
の

　幸
ゆき

奈
な

配 属：
出 身：
趣味･特技：

二本松支店
福島市
スポーツ観戦

社会人野球チームのマネージャー
をしています。お客様にも気配り
のある対応を心掛けます。

大
おお

堀
ほり

　陽
みな

美
み

配 属：
出 身：
趣味･特技：

本宮支店
本宮市
映画鑑賞

映画鑑賞が好きで、新しい映
画もチェックします。業務でもア
ンテナを張って取り組みます。

志
し

村
むら

　友
ゆう

伍
ご

配 属：
出 身：
趣味･特技：

安達支店 
福島市
映画鑑賞

バスケットボールで身に着
けた体力を生かし何事に
も挑戦していきたいです！

甲
か

斐
い

　将
まさ

人
と

配 属：
出 身：
趣味･特技：

白沢支店
本宮市
猫を可愛がる

猫が好きです。仕事でも
優しい対応を心掛けた
いです。

安
あん

齋
ざい

　朋
とも

洋
ひろ

配 属：
出 身：
趣味･特技：

二本松南支店
二本松市
ドライブ・登山

道の駅巡りで地域の特色を感
じるのが好きです。仕事でも地
域の魅力を発信したいです。

川
かわ

名
な

　　諒
りょう

配 属：
出 身：
趣味･特技：

本宮支店
本宮市
釣り

最近は温泉めぐりにはまってい
ます。 組合員さんおすすめの
温泉地にも行ってみたいです。

関
せき

根
ね

　和
かず

希
き

配 属：
出 身：
趣味･特技：

岩代支店
本宮市
ボウリング

球技が好きで、特にボウリン
グをします。仕事でもいいスコ
アを出せるように頑張ります。

兼
かな

谷
や

　祐
ゆう

那
な

配 属：
出 身：
趣味･特技：

大玉支店
本宮市
ハンドボール

バスケットボールやハンドボー
ルの経験があります。常に前
向きな姿勢で頑張ります。

菅
かん

野
の

　直
なお

樹
き

配 属：
出 身：
趣味･特技：

二本松営農センター
福島市
散歩

休日は飼い猫と遊びま
す。仕事では思いやりのあ
る対応をしたいです。

宗
むな

形
かた

　雄
かず

久
ひさ

配 属：
出 身：
趣味･特技：

岩代営農センター 
二本松市
スキー

スキーで培った体力と元
気で、仕事を滑らないよう
に頑張ります。

二
に

階
かい

堂
どう

　翔
かける

配 属：
出 身：
趣味･特技：

大玉営農センター 
福島市
ドライブ

ドライブが好きです。運転のよ
うに確認を怠らず、仕事でミス
を起こさないようにしたいです。

渡
わた

部
なべ

　沙
さ

也
や

果
か

配 属：
出 身：
趣味･特技：

安達地区地域支援課
福島市
食べる・寝る

食べることが好きで、いろんな
料理にも挑戦します。仕事で
も前向きに挑戦したいです。

菅
すが

島
しま

　竜
りゅう

斗
と

配 属：
出 身：
趣味･特技：

二本松支店
福島市
サッカー

毎日サッカーをしています。
元気の良さを出していきた
いです！

菅
かん

野
の

　雄
ゆう

太
た

配 属：
出 身：
趣味･特技：

東和支店 
川俣町
バドミントン

体を動かすことが好きで
す。 フットワークを軽くして
業務にあたります。

津
つ

田
だ

　好
よし

成
なり

配 属：
出 身：
趣味･特技：

梁川総合支店
伊達市
野球・ソフトボール

消防団や地域のソフトボー
ルクラブに所属しています。
地域のために頑張ります。

加
か

藤
とう

　郁
ふみ

弥
や

配 属：
出 身：
趣味･特技：

梁川営農センター
伊達市
カラオケ・車いじり

歌うことが好きで、月１回は
カラオケに行きます。努力を
モットーに頑張ります。

佐
さ

藤
とう

　裕
ゆう

輔
すけ

配 属：
出 身：
趣味･特技：

堰本支店
伊達市
スポーツ観戦

責任感を持って仕事に打ち
込み、息抜きにプロ野球や海
外サッカーを観戦したいです。

木
き

村
むら

　福
ふく

乃
の

配 属：
出 身：
趣味･特技：

粟野支店
伊達市
DVD鑑賞

テレビで得た情報を活かして
組合員さんとたくさんコミュ
ニケーションをとりたいです。

渡
わた

邉
なべ

　聖
きよ

人
と

配 属：
出 身：
趣味･特技：

梁川営農センター
伊達市
映画鑑賞

陸上競技部の経験を活
かして組合員さんのため
に全力疾走します！

清
せい

野
の

　拓
たく

也
や

配 属：
出 身：
趣味･特技：

国見営農センター
福島市
ドライブ

ドライブやランニング、読書が
好きです。仕事でもいろいろ
な業務に挑戦したいです。

野
の

村
むら

　真
しん

吾
ご

配 属：
出 身：
趣味･特技：

霊山営農センター
桑折町
旅行

旅行で遺跡や博物館を巡ります。
組合員の皆さんと会話をしながら
良い場所を紹介したいです。

野
の

田
だ

　裕
ひろ

基
き

配 属：
出 身：
趣味･特技：

森江野支店
伊達市
運動・音楽鑑賞

話すことが好きなので、
組合員の皆さんとたくさ
ん話したいです。

佐
さ

藤
とう

　結
ゆ

香
か

配 属：
出 身：
趣味･特技：

霊山支店
伊達市
お菓子作り

仕事に一生懸命取り組
んで、休日には温泉めぐ
りに行きたいです。

そうま地区

安達地区

特
集

特
集
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福
島
地
区
花
き
専
門
部
会
は
3
月
30

日
、
第
14
回
通
常
総
会
を
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
・
エ
ル
テ
ィ
で
開
き
ま
し
た
。
生
産

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、
平
成

29
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。

　

同
部
会
で
は
28
年
度
、
既
存
生
産
者

の
生
産
量
維
持
の
た
め
の
「
新
規
品
目

　

女
性
部
福
島
地
区
平
田
支
部
の
皆
さ

ん
に
よ
る
手
作
り
の
催
し
「
ひ
ら
た
花

咲
ま
つ
り
」
が
4
月
8
日
と
9
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
花
の
開
花
が
遅

れ
た
た
め
、
5
分
咲
き
と
い
う
状
態
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、「
蛇
音
山

（
じ
ゃ
お
ん
ざ
ん
）」
で
は
満
開
の
レ
ン

ギ
ョ
ウ
や
ト
ウ
カ
イ
ザ
ク
ラ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
花
が
少
な
い

分
み
ん
な
の
笑
顔
で
足
を
運
ん
で
下
さ

る
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し
し
よ
う
」
と

い
う
気
持
ち
で
、
部
員
の
皆
さ
ん
は
4

か
所
の
休
憩
所
で
温
か
い
飲
み
物
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。
玉
こ
ん
に
ゃ
く
や

手
作
り
の
小
物
な
ど
も
販
売
し
て
催
し

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

福
島
地
区
植
木
部
会
は
3
月
31
日
か

ら
4
月
2
日
ま
で
、
植
木
市
を
庭
坂
共

選
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
サ
ク

ラ
や
ツ
バ
キ
、
山
野
草
な
ど
約
５
，

０
０
０
点
が
並
び
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
か
ら
続
く
植
木
市
は
、
毎

年
4
月
、
5
月
、
11
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

部
会
長
の
梅
津
朝
雄
さ
ん
は
「
こ
ん
な

に
長
く
続
く
植
木
市
は
福
島
市
内
に
無

い
。
珍
し
い
も
の
も
豊
富
に
揃
え
て
い

る
の
で
、
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
20
日
、
り
ん
ご
の
長
穂
接

ぎ
講
習
会
を
福
島
市
余
目
の
圃
場
で
開

き
ま
し
た
。
生
産
者
な
ど
約
40
人
が
出

席
し
、
講
義
や
実
演
か
ら
長
穂
接
ぎ
の

メ
リ
ッ
ト
や
接
ぎ
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

長
穂
接
ぎ
は
通
常
の
2
～
3
芽
が
付

い
た
枝
を
接
木
す
る
方
法
と
は
異
な
り
、

50
㎝
か
ら
1
ｍ
程
の
太
く
長
い
枝
を
接

ぐ
方
法
で
す
。
長
穂
を
使
う
こ
と
で
接

い
だ
翌
年
か
ら
の
収
穫
が
見
込
め
、
生

　

ジ
ェ
イ
エ
イ
新
ふ
く
し
ま
ラ
イ
フ
は

4
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
や
す
ら
ぎ
で

鎮
魂
祭
を
開
き
、
参
列
し
た
役
職
員
や

関
係
者
約
60
人
が
平
成
28
年
度
に
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

大
笹
生
の
白
和
瀬
神
社
の
宮
司
が
祭

礼
を
執
り
行
い
、
菅
野
孝
志
組
合
長
が

「
ご
家
族
の
幸
せ
と
繁
栄
を
見
守
り
続

け
て
く
だ
さ
い
」
と
追
悼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
菅
野
組
合
長
や

関
係
者
ら
が
玉
串
奉
奠
を
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
菅
野
嘉
宏
社
長
は
「
地
域
の

方
々
に
感
謝
し
、
今
後
も
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
届
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

福
島
市
沖
高
の
果
樹
農
家
の
野
崎
隆

宏
さ
ん
が
今
年
か
ら
、
全
国
の
小
学
5

年
生
に
配
布
さ
れ
る
社
会
科
の
教
科
書

資
料
集
の
表
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
発
行
元
で
あ

る
㈱
文
溪
堂
の
担

当
者
に
よ
る
と
、

「
桃
と
生
産
者
と

農
作
業
の
様
子
が

よ
く
伝
わ
る
」
こ

と
か
ら
使
用
し
た

と
の
こ
と
。
野
崎

▲想いを述べる渡辺会長

▲休憩所でおもてなしをした部員の皆さん

▲人気の山野草を買い求める来場者

▲接ぎ方を説明する佐藤職員

▲表紙に掲載された野崎さん

▲玉串奉奠をする菅野組合長

▲楽しみながら麦を踏む参加者

販
売
金
額
8
億
円
達
成
に
向
け
て

福
島
地
区
花
き
専
門
部
会
通
常
総
会

地
元
の
花
木

盛
り
上
げ
る

ひ
ら
た
花
咲
ま
つ
り

植
木・山
野
草
な
ど

５
０
０
０
点
並
ぶ

植
木
部
会「
庭
坂
植
木
市
」

効
率
良
い
圃
場

更
新
を

長
穂
接
ぎ
講
習
会

役
職
員
ら
が

冥
福
祈
る

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
新
ふ
く
し
ま
ラ
イ
フ
鎮
魂
祭

地
元
産
小
麦
の

生
産
へ

「
麦
ふ
み
」を
体
験

全
国
の

小
学
5
年
生
へ

社
会
科
資
料
集
表
紙
に
野
崎
隆
宏
さ
ん

　

当
Ｊ
Ａ
と
㈱
銀
嶺
食
品
は
現
在
、
地

元
産
の
小
麦
生
産
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
福
島
市
松
川
の
㈱
松
川
ア
グ
リ

農
産
と
連
携
し
て
、
昨
年
の
10
月
に
約

20
ａ
に
「
ゆ
き
ち
か
ら
」
を
播
種
。
4
月

2
日
に
は
、
関
係
者
約
10
人
で
「
麦
ふ
み
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

麦
ふ
み
は
苗
を
寒
さ
や
乾
燥
に
強
く
し
、

成
長
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
行
う
作
業
。

参
加
者
は
一
列
に
並
び
、
松
川
ア
グ
リ
農

産
の
丹
治
紀
市
社
長
に
教
わ
り
な
が
ら
少

し
ず
つ
麦
の
芽
を
踏
み
し
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
後
6
月
頃
に
収
穫
時
期
を
迎
え
る

予
定
で
、
今
年
は
約
６
０
０
㎏
の
麦
が
収

穫
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

さ
ん
は
「
福
島
県
内
で
は
5
年
生
で
農

業
体
験
を
実
施
す
る
学
校
が
多
い
。
過

去
に
児
童
の
受
け
入
れ
を
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
、
農
作
業
を
す
る
児
童
達
が

資
料
集
を
見
て
福
島
市
の
桃
を
知
っ

て
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
れ
た
ら
嬉
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

掲
載
さ
れ
た
写
真
は
、
野
崎
さ
ん
が

以
前
、
果
樹
の
復
興
に
取
り
組
ん
で
い

る
農
家
と
し
て
全
国
紙
の
取
材
を
受
け

た
と
き
の
も
の
で
す
。

提
案
会
」
や
、
小
菊
班
に
お
け
る
園
地

巡
回
数
の
増
加
な
ど
の
新
た
な
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。
病
害
の
発
生
に
よ

る
減
収
や
高
齢
化
に
よ
る
栽
培
面
積
の

減
少
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体

的
な
販
売
金
額
は
7
億
１
，７
４
９
万

円
と
前
年
比
１
０
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
継
続

し
「
質
的
・
量
的
ブ
ラ
ン
ド
力
の
維
持
」

を
部
会
テ
ー
マ
と
し
て
産
地
維
持
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
販
売
金
額
8
億
円
達

成
を
目
指
し
ま
す
。

　

総
会
で
は
同
部
会
の
渡
辺
国
稔
部
会

長
が
「
合
併
し
、
各
地
区
と
の
情
報
交

換
を
し
な
が
ら
花
き
振
興
を
さ
ら
に

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
。

今
は
地
区
ご
と
で
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
が
、将
来
的
に
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ

て
販
売
高
20
億
円
を
達
成
し
た
い
」
と

話
し
、
菅
野
孝
志
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
全

体
の
花
き
販
売
が
9
億
２
，
７
０
０
万

円
で
そ
の
う
ち
の
7
億
円
以
上
が
福
島

地
区
で
あ
る
。
今
後
、
一
体
的
な
取
り

組
み
を
行
い
な
が
ら
、『
Ｊ
Ａ
ふ
く
し

ま
未
来
の
花
』
と
し
て
の
価
値
を
高
め

て
い
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

【庭坂植木市開催！】
　日付：5月26、27、28日
　時間：9：00～16：00
　場所：庭坂共選場
　（福島市町庭坂字狐林28）

310

庭坂共選場

新妻歯科医院

JR奥羽本線庭坂駅

いちい
庭坂店

●

産
量
を
落
と
さ
ず
圃
場
の
更
新
が
で
き

ま
す
。

　

講
習
会
で
は
Ｊ
Ａ
の
佐
藤
宏
一
職
員

が
実
技
を
し
な
が
ら
接
ぎ
方
を
詳
し
く

説
明
し
ま
し
た
。

▲�今年度の社会科資料集

地
域
面

地
域
面
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一
面
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
る
桃
の
花
を

楽
し
み
な
が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
味
わ

う
、「
献
上
桃
の
郷
Ｂ
Ｂ
Ｑ
フ
ェ
ス

２
０
１
７
」
が
4
月
16
日
、
桑
折
町
伊

達
崎
の
ピ
ー
チ
ラ
イ
ン
沿
い
の
桃
の
郷

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ

な
ど
約
１
，
０
０
０
人
が
参
加
。
間
も

な
く
満
開
を
迎
え
る
桃
の
花
を
楽
し
み

な
が
ら
、
用
意
さ
れ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
味
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

Ａ
Ｋ
Ｂ
48
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
８
福
島
県
代
表
の

舞
木
香
純
さ
ん
、
群
馬
県
代
表
の
清
水

麻
璃
亜
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
抽
選
会

も
行
わ
れ
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
と
み
ら
い
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス

(

株)

は
、「
ミ
ニ
ト
マ
ト
定
植
式
」
を

４
月
４
日
、「
み
ら
い
百
彩
館
ん
め
～
べ
」

隣
の
公
開
農
業
施
設
で
行
い
ま
し
た
。

　

式
に
は
萩
原
嘉
昭
伊
達
地
区
担
当
常

務
や
新
入
職
員
ら
が
出
席
。
萩
原
常
務

は
「
新
入
職
員
研
修
の
一
環
と
し
て
も

行
っ
て
い
る
。
今
後
の
生
育
を
見
守
り

な
が
ら
、
自
分
た
ち
も
成
長
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
萩
原
常
務
、
舟
山

悦
雄
地
区
本
部
長
、
高
橋
弘
営
農
経
済

担
当
部
長
が
苗
の
定
植
を
行
い
、
新
入

職
員
９
人
が
定
植
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

食
農
育
や
消
費
者
と
の
交
流
を
行
う
地

域
農
業
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
し
ま
す
。

　

伊
達
地
区
で
は
、
3
年
未
満
の
営
農

指
導
員
の
資
質
向
上
を
目
指
し
、
農
家

の
協
力
で
実
務
体
験
研
修
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
4
月
6
日
に
事
前
説
明
会

を
み
ら
い
ホ
ー
ル
保
原
で
開
き
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
は
、
受
入
農
家
と
営
農
指

導
員
ら
約
40
人
が
出
席
。
萩
原
嘉
昭
伊

達
地
区
担
当
常
務
が
、「
実
務
経
験
を

通
し
、一
日
で
も
早
く
一
人
前
の
営
農

指
導
員
に
な
る
よ
う
励
ん
で
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。
担
当
職
員
と
受
入

農
家
が
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
し
、
計
画

な
ど
を
確
認
。
担
当
職
員
は
来
年
2
月

ま
で
の
期
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
入
農
家

で
14
日
間
以
上
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

　

３
月
で
閉
校
に
な
っ
た
伊
達
市
立

五
十
沢
小
学
校
の
児
童
が
特
産
の
あ
ん

ぽ
柿
や
地
域
を
学
ぶ
中
で
、
震
災
後
の

あ
ん
ぽ
柿
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
携
わ
っ
た
活
動

を
つ
づ
っ
た
絵
本
「
カ
ッ
キ
ー
と
カ
ッ

キ
ー
ナ
の
ゆ
め
」
の
原
画
な
ど
を
紹
介

す
る
展
覧
会
が
４
月
１
日
～
16
日
、
伊

達
市
梁
川
美
術
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

絵
本
で
は
、
原
発
事
故
後
児
童
た
ち

が
あ
ん
ぽ
柿
の
復
活
を
願
い
考
案
し
た

柿
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、カ
ッ
キ
ー
と
カ
ッ

キ
ー
ナ
を
通
し
て
、
あ
ん
ぽ
柿
に
つ
い

て
や
、
あ
ん
ぽ
柿
の
Ｐ
Ｒ
に
東
京
都
内

に
出
向
く
児
童
ら
の
姿
な
ど
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
展
覧
会
に
は
、
絵
本
の
原

画
や
Ｊ
Ａ
あ
ん
ぽ
柿
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
産
物
直
売
所
「
み
ら
い
百
彩
館
ん

め
～
べ
」
は
4
月
5
日
、
伊
達
市
内
で

「
第
8
回
生
産
者
大
会
」
を
開
き
ま
し

た
。
大
会
に
は
出
荷
会
員
90
人
が
出
席

し
、
平
成
28
年
度
の
販
売
実
績
や
29
年

度
の
販
売
計
画
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し

ま
し
た
。

　

29
年
度
は
生
産
農
家
の
巡
回
指
導

や
講
習
会
を
開
催
し
品
質
向
上
に
努

め
る
ほ
か
、
催
事
や
食
育
イ
ベ
ン
ト

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
販
売
高

8
億
2
，
０
０
０
万
円
を
目
指
し
ま
す
。

　

28
年
度
優
良
出
荷
会
員
表
彰
で
は
、

販
売
金
額
や
点
数
、
品
目
数
な
ど
を
基

準
に
35
人
を
表
彰
。
萩
原
嘉
昭
伊
達
地

区
担
当
常
務
や
八
巻
忠
一
会
長
が
代
表

者
に
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

伊
達
地
区
本
部
は
小
学
5
年
生
向
け

補
助
教
材
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く

ら
し
」
を
同
地
区
管
内
の
小
学
校
22
校

に
７
７
２
冊
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の

食
農
教
育
応
援
事
業
の
一
環
で
、
子
ど

も
た
ち
に
食
や
環
境
、
農
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
19
年
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

3
月
28
日
に
は
伊
達
市
立
伊
達
小
学

校
で
贈
呈
式
を
開
き
、
萩
原
嘉
昭
伊
達

地
区
担
当
常
務
が
佐
々
木
義
通
校
長
に

教
材
本
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
校
長
は
「
農
業
に
関
わ
る
こ

と
が
少
な
い
児
童
た
ち
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
活
用
し
て
い
く
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

4
月
1
日
か
ら
当
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
直

売
所
で
、
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
買

い
物
を
す
る
と
お
買
い
物
金
額
が
5
％

割
引
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
伊
達
地
区
本
部
で
は
4
月
10

日
、
農
産
物
直
売
所
「
み
ら
い
百
彩
館

ん
め
～
べ
」
の
店
頭
で
同
地
区
の
金
融

渉
外
担
当
者
が
来
店
客
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
は
当
Ｊ
Ａ
管
内
に
あ
る

対
象
12
店
舗
で
買
い
物
を
す
る
際
に
Ｊ

Ａ
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
と
、
カ
ー
ド
の

利
用
代
金
請
求
時
に
直
売
所
で
の
利
用

分
が
5
％
割
引
き
さ
れ
て
請
求
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

梁
川
町
白
根
の
料
理
加
工
グ
ル
ー
プ

「
み
ゅ
ー
る
の
会
」
は
４
月
８・
９
日
に

開
か
れ
た
「
伊
達
の
ふ
る
里
さ
く
ら
ま

つ
り
」
で
、
白
根
特
産
品
を
使
っ
た
加

工
品
で
地
元
産
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
桜
ま
つ
り
で
は
、
同
会
の
商
品
、「
も

ろ
こ
し
も
ち
」
や
「
白
根
の
へ
そ
大
根
」

の
ほ
か
、
桜
ま
つ
り
用
に
手
作
り
し
た

お
汁
粉
や
、
へ
そ
大
根
の
煮
物
を
販
売
。

試
食
な
ど
も
振
る
舞
い
な
が
ら
、
訪
れ

た
花
見
客
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
同

会
の
商
品
は
、
直
売
所
「
で
あ
い
」
や
、

「
み
ら
い
百
彩
館
ん
め
～
べ
」
で
販
売
中

で
す
。

▲ピンクに染まった桃園でイベントを楽しむ参加者

▲苗を植える（左から）舟山本部長、萩原常務、高橋部長

▲研修計画などを確認した説明会▲絵本に登場するカッキーとカッキーナの原画

▲�八巻忠一会長（左）から表彰状を受け取
る佐藤トキ子さん

▲補助教材を渡す萩原常務（中）

▲んめ～べでJAカード利用をPRする職員▲商品をアピールする会員

桃
の
花
の
下
で

Ｂ
Ｂ
Ｑ
味
わ
う

献
上
桃
の
郷・桑
折
町
の
桃
園
で

消
費
者
交
流
・
食
農

育
に
も
活
用

ミ
ニ
ト
マ
ト
定
植
式

あ
ん
ぽ
柿
の
絵
本

原
画
や
写
真
展
示

伊
達
市
梁
川
美
術
館
企
画
展

今
年
度
の
販
売
高

8
億
円
超
目
指
す

「
み
ら
い
百
彩
館
ん
め
～
べ
」生
産
者
大
会

営
農
指
導
員
研
修

農
家
が
受
け
入
れ

実
務
研
修
を
前
に
説
明
会

補
助
教
材
本

７
７
２
冊
を
贈
呈

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業

農
産
物
直
売
所
の

買
い
物
お
得
に

Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
利
用
で
5
％
割
引

農
家
女
性
グ
ル
ー
プ

地
場
産
品
を
Ｐ
Ｒ

料
理
加
工・み
ゅ
ー
る
の
会

地
域
面

地
域
面
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拡
張
型
心
筋
症
を
患
う
中
川
西
祐
綺

ち
ゃ
ん
（
東
白
川
郡
棚
倉
町
）
の
移
植

手
術
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
発
足
し
た

「
ゆ
き
ち
ゃ
ん
を
救
う
会
」
の
会
員
や

当
Ｊ
Ａ
の
職
員
は
4
月
2
日
、
募
金
活

動
を
農
産
物
直
売
所
「
こ
ら
ん
し
ょ
市

二
本
松
店
」
で
行
い
、
来
店
客
に
協
力

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

祐
綺
ち
ゃ
ん
は
生
後
3
か
月
の
時
に

心
不
全
の
た
め
県
立
医
大
で
治
療
を
受

　

東
和
支
店
は
3
月
末
か
ら
4
月
末
ま

で
、
支
店
入
口
に
高
さ
約
２
ｍ
の
「
種

繭
（
た
ね
ま
ゆ
）」
の
繭
玉
を
使
っ
て
作

ら
れ
た
桜
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
繭
桜
は
伊
達
市
梁
川
町
の
富
野

地
域
で
繭
玉
を
使
っ
た
工
芸
品
作
り
を

行
っ
て
い
る
繭
手
工
芸
グ
ル
ー
プ
が
製

作
。
枝
を
組
み
合
わ
せ
た
土
台
に
繭
玉

で
作
っ
た
た
く
さ
ん
の
花
び
ら
を
取
り

付
け
、
本
物
の
桜
そ
っ
く
り
に
仕
上
げ

た
作
品
で
す
。

　

同
支
店
の
菅
野
哲
雄
支
店
長
が
今
年

3
月
に
梁
川
町
で
開
か
れ
た
「
繭
手
工

　

安
達
地
区
や
さ
い
部
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

専
門
部
会
は
3
月
29
日
、
本
宮
営
農
セ

ン
タ
ー
青
田
集
荷
場
で
出
荷
目
揃
い
会

及
び
栽
培
管
理
講
習
会
を
開
き
ま
し

た
。
生
産
者
や
営
農
指
導
員
約
20
人
が

参
加
し
、
出
荷
規
格
の
統
一
や
今
後
の

管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

目
揃
い
会
で
は
営
農
指
導
員
が
1
束

の
太
さ
や
長
さ
、
穂
先
を
し
っ
か
り
揃

え
る
こ
と
や
鮮
度
を
保
持
す
る
た
め
に

早
朝
の
収
穫
に
努
め
る
よ
う
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
安
達
農
業
普
及
所

の
普
及
員
が
温
度
管
理
や
か
ん
水
、
立

茎
の
時
期
や
配
置
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

生
産
者
は
「
し
っ
か
り
と
し
た
管
理

を
行
い
、
品
質
の
い
い
も
の
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

安
達
地
区
や
さ
い
部
は
4
月
13
日
、

ラ
ポ
ー
ト
あ
だ
ち
で
安
達
地
区
秋
冬
野

菜
実
績
検
討
会
を
開
き
ま
し
た
。
部
会

長
や
役
職
員
な
ど
約
50
人
が
出
席
し
、

平
成
28
年
度
の
販
売
実
績
や
29
年
度
の

対
策
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

菅
野
徳
一
郎
安
達
地
区
担
当
常
務
は

「
全
体
目
標
の
３
０
０
億
円
達
成
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
生

か
し
、
さ
ら
な
る
高
品
質
栽
培
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
強
調
。
検
討
会
で

は
、
職
員
が
ネ
ギ
や
あ
さ
つ
き
な
ど
の

生
育
概
況
や
28
年
度
の
販
売
実
績
を
説

明
。
そ
の
後
、
品
目
ご
と
に
分
科
会
を

開
き
、
28
年
度
の
作
柄
や
販
売
情
勢
を

振
り
返
り
、
29
年
度
の
対
策
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。

　

新
学
期
を
祝
お
う
と
白
沢
支
店
は
４

月
7
日
、
同
支
店
管
内
の
幼
稚
園
の
園

児
や
先
生
に
米
粉
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

１
１
８
個
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
は
糠
沢
・
白
岩
・

和
田
の
幼
稚
園
。
同
支
店
の
菅
野
憲
之

支
店
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
園
長
先
生
に
米

粉
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

味
わ
っ
た
園
児
は
「
ふ
わ
ふ
わ
し
て

い
て
お
い
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

安
達
地
区
本
部
は
4
月
22
日
、
健
康

ツ
ア
ー
を
開
き
、
喜
多
方
市
で
開
か
れ

た「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ
ォ
ー
ク
」に
、

約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
ツ
ア
ー
は
健
康
寿
命
１
０
０
歳
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
県
内
で
行
わ

れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
年
4
回
参

加
し
ま
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
春
の
心
地
良
い

風
を
浴
び
な
が
ら
満
開
の
桜
の
下
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
ゴ
ー
ル
後
に
は
な
め

こ
汁
と
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
で
歩
い
た
疲

れ
を
癒
し
、
大
満
足
の
ツ
ア
ー
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
「
疲
れ
が
吹
き
飛

ぶ
く
ら
い
桜
が
綺
麗
で
、
参
加
し
て
良

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
7
月
に
行
い
ま
す
。

▲募金を呼び掛ける職員と同会のメンバー

▲繭桜を楽しむ来店者

▲花びらからは繭の糸が分かる

▲出荷規格を確認する生産者

▲今年度の対策を確認する生産者

▲米粉のシフォンケーキを手渡す菅野支店長（右）
▲�ウォーキングでさわやかな汗を流した参加者

祐
綺
ち
ゃ
ん
に
心
臓
移
植
を

こ
ら
ん
し
ょ
市
で
募
金
呼
び
か
け

繭
文
化
感
じ
て

東
和
支
店
に
繭
桜
登
場

出
荷
規
格
や
栽
培
管
理

に
つ
い
て
確
認

ア
ス
パ
ラ
専
門
部
会

次
年
度
に
向
け
て

検
討
会

安
達
地
区
や
さ
い
部

新
学
期
祝
い
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
贈
る

白
沢
支
店

桜
の
下
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
1
回
健
康
ツ
ア
ー

芸
品
展
示
発
表
会
」
に
出
品
さ
れ
て
い

た
こ
の
繭
桜
を
、
当
Ｊ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
た
の
が
き
っ
か
け
。「
東
和
地
域

は
昔
、
伊
達
市
梁
川
町
と
同
様
に
養
蚕

が
盛
ん
な
地
域
だ
っ
た
こ
と
を
利
用
者

に
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
思
い
を
募
ら
せ

た
菅
野
支
店
長
は
、
主
催
者
側
に
話
を

し
た
と
こ
ろ
、
製
作
し
た
グ
ル
ー
プ
か

ら
快
く
借
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
今

回
の
展
示
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
八
巻
芳
子
会
長
は「
梁

川
町
と
同
じ
養
蚕
地
帯
だ
っ
た
東
和
に
、

私
た
ち
の
作
品
が
地
区
を
越
え
て
紹
介

さ
れ
て
嬉
し
い
」
と
満
面
の
笑
み
を
浮

か
べ
ま
し
た
。

　

他
に
も
菊
の
千
輪
咲
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
作
品
も
展
示
し
ま
し
た
。

け
ま
し
た
が
、
回
復
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
大
阪
府
の
国
立
循
環
器
病
研
究

セ
ン
タ
ー
に
転
院
。
そ
こ
で
、
拡
張
型

心
筋
症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
ご
両
親

は
ア
メ
リ
カ
で
の
心
臓
移
植
を
決
意
し

ま
し
た
が
、
治
療
費
や
渡
航
費
、
滞
在

費
な
ど
を
全
て
合
わ
せ
る
と
約
3
億
円

近
い
資
金
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
の
純
一
さ
ん
の
会
社
仲
間

が
「
祐
綺
ち
ゃ
ん
一
家
を
悲
し
ま
せ
た

く
な
い
」
と
の
想
い
で
、
昨
年
11
月
に

会
を
発
足
。
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
や
道

の
駅
な
ど
で
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

会
員
の
石
川
友
康
さ
ん
は
「
目
標
金

額
ま
で
も
う
少
し
。
今
後
さ
ら
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
」
と
支
援
に
意
欲
を

見
せ
ま
し
た
。地

域
面

地
域
面
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そ
う
ま
地
区
は
4
月
6
日
、
平
成
29

年
度
の
金
融
・
共
済
事
業
の
目
標
必
達

に
向
け
て
「
平
成
29
年
度
金
融
・
共
済

事
業
恒
常
推
進
進
発
式
」
を
南
相
馬
市

原
町
区
内
で
開
催
し
、
役
職
員
・
関
係

者
な
ど
69
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

進
発
式
で
は
、
今
村
秀
身
専
務
が
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
目
標
必
達
祈
願
だ
る

ま
へ
の
入
瞳
、
Ｌ
Ａ
・
Ｍ
Ａ
代
表
に
よ

る
決
意
表
明
の
他
、
昨
年
の
だ
る
ま
の

開
眼
も
行
わ
れ
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
き
め
細
か
い
商
品

を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
・
提
案
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

昨
年
5
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
実
施

し
た
平
成
28
年
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、

そ
う
ま
地
区
食
材
セ
ン
タ
ー
が
全
国
3

位
に
輝
き
ま
し
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
食
材
の
配
達
員
（
ふ
れ
あ
い
さ
ん
）

1
人
あ
た
り
の
新
規
会
員
の
獲
得
件
数

に
応
じ
て
順
位
が
決
ま
り
ま
す
。
そ
う

ま
地
区
食
材
セ
ン
タ
ー
で
は
期
間
中
、

1
人
あ
た
り
５
・
３
件
の
新
規
会
員
を

増
や
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

4
月
3
日
に
は
地
区
本
部
で
表
彰
式

を
行
い
、
北
内
勇
一
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

賞
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

北
内
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
今
後
も
、

食
材
の
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
も
ら
い

な
が
ら
利
用
者
を
増
や
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

年
金
友
の
会
小
高
支
部
は
4
月
20

日
、
第
2
回
そ
う
ま
地
区
年
金
友
の
会

小
高
支
部
通
常
総
会
を
南
相
馬
市
鹿
島

区
の
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
28
年
度
事
業
報
告
の

後
、
29
年
度
の
事
業
計
画
を
含
む
2
つ

の
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
講
話
と
し
て
南
相
馬
市

役
所
長
寿
福
祉
課
の
大
井
千
加
子
さ
ん

が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」
と
題

し
て
講
演
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

夢
見
亭
わ
っ
ぱ
さ
ん
と
多
田
そ
う
べ
い

さ
ん
の
講
演
で
会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

会
員
の
健
康
増
進
と
親
睦
を
深
め
よ

う
と
、
農
林
年
金
受
給
者
連
盟
相
馬
支

部
は
3
月
23
日
、
相
馬
市
の
相
馬
光
陽

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
「
第
9
回
農
林
年

金
受
給
者
連
盟
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
開
き
、
会
員
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
一
打
一
打
の

ボ
ー
ル
の
行
方
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）

優　

勝
＝
小
野
田　

功
（
鹿
島
）

準
優
勝
＝
遠
藤　

彰
子
（
鹿
島
）

第
3
位
＝
西　
　

陽
子
（
鹿
島
）

第
4
位
＝
遠
藤　

雄
幸
（
鹿
島
）

第
5
位
＝
平
田　
　

一
（
原
町
）

　

そ
う
ま
地
区
は
農
作
物
の
凍
霜
被
害

を
未
然
に
防
ぎ
、
農
家
経
営
安
定
を
図

る
た
め
4
月
3
日
、
地
区
本
部
に
防
霜

対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

星
保
武
そ
う
ま
地
区
担
当
常
務
を
本

部
長
に
、
営
農
経
済
担
当
部
や
各
営
農

セ
ン
タ
ー
、
管
内
の
市
町
村
防
霜
対
策

本
部
、
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

設
置
期
間
は
5
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
南
相
馬

店
内
に
あ
る
農
産
物
直
売
所
「
大
地
」

の
直
売
部
会
は
３
月
24
日
、
平
成
28
年

度
直
売
部
会
総
会
を
原
町
総
合
支
店
で

開
催
し
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
約

40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
平
成
28
年
度
の
事
業
報
告

や
販
売
実
績
、
平
成
29
年
度
の
活
動
方

針
に
つ
い
て
の
確
認
に
加
え
、
役
員
改

選
に
伴
う
新
役
員
を
決
定
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
以
下
の
通
り
で
す(

敬
称
略)

　

部 

会 

長
＝
志
賀　

義
一(

原
町)

　

副
部
会
長
＝
小
川　

弘
美(

鹿
島)

　

会　
　

計
＝
早
坂　

一
義(

相
馬)

　

監　
　

事
＝
小
林　

広
利(

原
町)

　

監　
　

事
＝
青
田
よ
り
子(

鹿
島)

　

そ
う
ま
地
区
は
4
月
20
日
、
か
ぼ

ち
ゃ
栽
培
指
導
会
を
南
相
馬
市
鹿
島
区

の
水
谷
一
慶
さ
ん
の
圃
場
で
行
い
、
生

産
者
や
関
係
者
27
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

指
導
会
で
は
相
双
農
林
事
務
所
の
宮

川
貴
光
技
師
や
カ
ネ
コ
種
苗
㈱
の
野
口

総
一
郎
研
究
員
が
今
後
の
気
象
情
報
と

単
価
の
良
い
7
月
中
の
出
荷
を
目
指
し

た
作
業
計
画
、
圃
場
準
備
、
定
植
の
タ

イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

食
と
農
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
そ
う
ま
地
区
で
は
管
内
の
4
市

町
村
の
教
育
委
員
会
に
、
小
学
5
年
生

向
け
補
助
教
材
本
「
農
業
と
わ
た
し
た

ち
の
く
ら
し
」
約
９
０
０
冊
を
贈
り
ま

し
た
。

　

4
月
12
日
に
は
、
星
保
武
そ
う
ま
地

区
担
当
常
務
が
同
地
区
管
内
の
教
育
委

員
会
を
訪
れ
、
教
育
長
に
「
学
習
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
冊
子
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育

応
援
事
業
の
一
環
で
、
食
と
農
の
関
わ

り
が
分
か
り
や
す
く
記
載
し
て
あ
り
、

毎
年
管
内
の
小
学
5
年
生
に
贈
ら
れ
、

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲目標必達に向けて決意表明

▲�表彰される北内マネージャー

▲�あいさつをする太田隆章支部長

▲参加者の皆さん

▲地区本部玄関に看板を設置する星常務（左から3番目）

▲�総会の様子

▲�指導会の様子

▲�阿部貞康教育長に冊子を手渡す星地区担当常務（左）

平
成
29
年
度
の

目
標
必
達
に
向
け
て

Ｌ
Ａ・Ｍ
Ａ
進
発
式

全
国
３
位
に
輝
く

食
材
宅
配
全
国
統
一
ふ
れ
愛

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
2
回
通
常
総
会

を
開
催

年
金
友
の
会
小
高
支
部

第
９
回
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
開
催

農
林
年
金
受
給
者
連
盟
相
馬
支
部

被
害
の
未
然
防
止

へ
連
携

防
霜
対
策
本
部
設
置

新
役
員
決
ま
る

「
大
地
」直
売
部
会
総
会

「
黄
色
い
ハ
ー
ト
」定
植

前
後
の
管
理
を
学
ぶ

か
ぼ
ち
ゃ
栽
培
指
導
会

食
と
農
業
へ
の

理
解
深
め
て

補
助
教
材
本
贈
呈

地
域
面

地
域
面
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459

459

原町集会場

大枝郵便局1 中尊寺ハス池

3
防霜ファン群

国見町役場

森江野支店森江野支店

藤田総合病院

4

31

31
123

101

102

320

321
東北
本線

東
北
新
幹
線

広域農道

くにみ幼稚園

伊達崎小学校

観音寺

阿武隈川

阿武隈川

公益財団法人
福島県下水道公社
県北浄化センター

広域農道

粟野小学校

やながわ工業団地

阿
武
隈
急
行
線

阿津賀志山防塁
案内板があります！

大枝支店大枝支店
国見総合支店国見総合支店

2 観月台公園

4 旧小坂村
産業組合石蔵

国見町役場

藤田総合病院

国見郵便局

藤田駅

福島北警察署
藤田駐在所

4

32046

46

107

353

東
北
本
線

東
北
本
線

東北
自動
車道

東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

七
ヶ
宿
街
道

国見 IC

小坂支店小坂支店

国見総合支店国見総合支店

1 中尊寺ハス池
　8月に見ごろを迎える「中尊寺ハス」。奥州藤
原氏が阿津賀志山防塁を築いたことから国見
町は、岩手県平泉町とゆかりのある町として、
平成21年に中尊寺からハスの株を譲り受けま
した。
　現在は育成会の方々が丁寧に手入れをする
ため、毎年、淡紅色の見事な花が池周辺を彩り
ます。開花時期は7月上旬から9月上旬頃まで。

3 防霜ファン群

●所在地　伊達郡国見町西大枝原前地内

●所在地　伊達郡国見町徳江地内

●所在地　伊達郡国見町大字藤田字観月台15●所在地　伊達郡国見町大字内谷字西堂45 2 観月台公園
　観月台文化センターに隣接
する観月台公園。園内の中心
には楕円形の池があり、池を囲
むように桜並木が整備されて
います。春になると町内外から
多くの人が訪れる花見の名所
となり、夏は新緑、秋は紅葉、冬
はイルミネーションと四季折々
の景色を楽しめる公園となっ
ています。
　また、屋根付きの休憩スペー
スや子どもたちが遊べる遊具
が設置されているので、ベンチ
でゆっくり過ごしたり、子ども
と一緒に遊んだりできる空間
が広がる公園でもあります。

4 旧小坂村産業組合石蔵
　「歴史まちづくり法」を生かした「歴史まちづくり計画」を
進める国見町は平成27年に、当ＪＡ小坂支店内にある旧小
坂村産業組合の石蔵を国の有形文化財にしようと、登録に
向けて必要な調査を実施し、国に申請。28年3月に開かれ
た国の文化審議会で、登録文化財に相応しいと認められ、
同年8月に国の有形文化財として登録されました。
　この石蔵は同町内で現存する石蔵の中では最大級のも
ので、昭和16年に国見石を用いた木骨造平建てという希
少な建築技法で建てられました。

今
回
は
宮
城
県
と
の
県
境
に
位
置
す

る
国
見
町
を
散
策
。桃
の
花
が
綺
麗

な
ス
ポ
ッ
ト
や
ゆ
っ
た
り
で
き
る
公

園
、国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ

た
石
蔵
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
♪

　徳江大橋近くにある桃の園地には、何本ものファンが設置さ
れている光景が見られます。これは4月から5月にかけて桃を凍
霜害から守るためのもので、設定した温度以下になると自動的
にファンが回転し始める仕組みとなっています。
　桃の園地で受粉作業をしていた佐野さんに話を伺うと、設置
前は寝ずに古タイヤや重油を燃やしていて大変だったとのこ

と。ファンが設置されてからは、凍
霜害が少ないことや「安心して夜
寝れることが一番だ」と笑顔で話し
てくれました。
　春には桃の花が咲き誇り、側を流
れる阿武隈川の沿道からの景色は
見る人を圧倒します。

ゆったりとした時間が感じられる園内

屋根付きの休憩スペース

子ども達が遊べる遊具

何本も並ぶ防霜ファン 受粉作業をする佐野さん

石蔵に取り付けられた
文化財プレート

有形文化財に登録された石蔵

国見石は火に強く軟らかいのが特長

淡紅色の花を咲かせる中尊寺ハス

国見町編

気の向くままに

散歩道

おでかけ
みらいろ～ど

地
域
面

地
域
面
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促
成
・
半
促
成
・
抑
制
の
作
型
分
散

で
長
期
安
定
出
荷
を
実
現

　

福
島
市
鎌
田
で
キ
ュ
ウ
リ
中
心
の
農
業

経
営
に
取
り
組
む
梅
宮
照
彦
さ
ん
（
58
）。

キ
ュ
ウ
リ
は
、
大
型
鉄
骨
ハ
ウ
ス
6
棟
を

駆
使
し
、
70
㌃
の
栽
培
面
積
を
手
掛
け
ま

す
。
そ
の
内
、
促
成
栽
培
（
50
㌃
）・
半

促
成
栽
培
（
20
㌃
）・
抑
制
栽
培
（
70
㌃
）

の
分
散
し
た
作
型
で
、
促
成
栽
培
の
出
荷

が
始
ま
る
2
月
中
旬
か
ら
、
抑
制
栽
培
が

終
了
す
る
11
月
（
一
部
12
月
中
旬
）
ま
で

の
長
期
安
定
出
荷
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

「
光
合
成
」
を
重
視
し
た
施
設
栽
培
で

の
環
境
制
御
方
法
を
導
入

　

露
地
栽
培
と
は
異
な
る
環
境
の
中
で
植

物
を
育
て
る
施
設
栽
培
は
、
植
物
本
来
の

営
み
で
あ
る
「
光
合
成
」
の
効
率
や
、
温

度
・
湿
度
の
関
係
な
ど
、
自
然
界
と
の
違

い
に
注
目
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
福
島
地
区
き
ゅ
う
り
専
門
部
会
、
Ｊ

Ａ
営
農
指
導
員
の
取
り
組
み
の
中
で
、

キ
ュ
ウ
リ
施
設
栽
培
で
の
環
境
制
御
方
法

の
導
入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
梅
宮
さ
ん

方
で
も
昨
年
、
環
境
制
御
方
法
を
取
り
入

れ
た
栽
培
を
1
棟
の
大
型
ハ
ウ
ス
に
導

入
。
今
年
2
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
植

物
が
育
つ
本
来
の
姿
を
大
切
に
す
る
こ
の

栽
培
方
法
は
、
光
合
成
に
必
要
な
光
・
水
・

二
酸
化
炭
素
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
と

と
も
に
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
・
湿
度
管
理

が
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
と
一
変
す
る
も
の

で
す
。「
環
境
制
御
方
法
を
理
解
し
受
け

入
れ
る
こ
と
が
最
初
の
難
関
で
し
た
」
と

話
す
照
彦
さ
ん
。
震
災
・
原
発
事
故
を
乗

り
越
え
、
さ
ら
に
そ
の
先
を
目
指
す
照
彦

さ
ん
は
、
そ
の
難
関
を
突
破
し
導
入
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。
環
境
制
御
に
取
り
組
む

ハ
ウ
ス
で
は
、
光
合
成
に
重
要
な
二
酸
化

炭
素
濃
度
を
適
正
に
保
つ
炭
酸
ガ
ス
発
生

装
置
や
天
窓
自
動
換
気
な
ど
を
設
備
。
パ

ソ
コ
ン
で
は
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
を
グ
ラ
フ

で
確
認
。
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
ら
を
分
析
し
日
々
の
栽
培
に
活
か
す

こ
と
が
出
来
ま
す
。
環
境
制
御
に
取
り
組

ん
だ
昨
年
度
、
梅
宮
さ
ん
は
約
10
％
の
収

量
ア
ッ
プ
を
実
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な
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面
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と
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育
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い
ま
す
。
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ス
内
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す
る
植
物
目
線
の
栽
培

▲収穫される良質なキュウリ

▲「環境制御の取り組みでキュウリの生育に勢いが出た」と実感

▲ハウス内の環境変化をチェック

福島地区 　梅宮 照彦さん

●栽培品目 キュウリ　●栽培面積　促成50㌃・半促成20㌃・抑制70㌃

農業所得アップ
みらいろ！テン
所得向上への取り組みを
紹介しています。

農業
人

営
農
面

営
農
面
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1.水管理（田植え直後～活着）
　・速やかに湛水し、活着までは4～5cmの水深で苗を守る。
　・強風・低温時には深水（7～8cm）管理とする。

　●活着～分げつ期
　・活着後は2～3cmの浅水とする。
　・�浅水管理にすると、日中と夜間との水温較差が大きく
なり、分げつの発生が促される。

　●土壌還元（ワキ）対策
　・�湛水状態で気温の高い日が続くと、土壌の還元が進み
根の生育に有害なガスが発生する。特に排水不良田（湿
田）、稲わらをすき込みした田で発生し易くなる。対策
として落水・水交換、間断かんがいにより土壌への酸
素供給を行う。

　　�（田面が乾燥しなければ除草剤の効果がすぐに切れるこ
とはありません）

2.雑草防除
　●除草剤の効果を維持するために
　・�昨年発生した雑草や、雑草の葉齢期に注意し、よく圃
場を観察した上で除草剤を選ぶ。

　・田んぼを均平にする。
　・�畦畔、水尻口からの漏水を防止する。畦畔際の代かき、
畦の補修、畦シート設置は有効。

　・�高温時はヒエ、ホタルイの発育が進むので、代かき後
の日数や雑草の葉齢に注意し、剤の使用時期の範囲内
で早めに散布すること。

　・�散布後は必ず湛水状態（3～5㎝）を3～4日保ち、7日
間程度は落水やかけ流しをしない。

　・薬害発生の防止のため、異常高温時は散布しない。

　・�フロアブル剤、ジャンボ剤（パック）の散布は、風の
弱い時間帯（朝・夕）を選ぶ。

　●昨年、多発した藻類や表層剥離の対策
　・�発生したら徐々に落水して浅水管理を行い、降雨時に
田面に雨が当たるように管理を行うと抑制される。

　・�除草剤（モゲトン粒剤）を使用する場合は、発生始の
散布が有効。

3.中干し～穂肥まで
　●中干し
　・�中干しは有効茎数確保後、時期を逃さず実施する。中
干し後の水管理は間断かん水を行い、うわ根の発生を
促進し根の健全化を図る。

　・�稲が低温に弱い時期は、出穂24日～12日前（7月中～
下旬）。特に、最低気温が17℃を下回る低温となる場合
は深水管理を行い、水の保温効果で幼穂を低温から保
護することが重要。

　●加里の追肥
　・�成分による違いはあるが、施用すると稲体の活力維持、
病害虫に対する抵抗性の向上、　登熟歩合の向上などの
効果がある。

　　実施時期：�6月下旬～7月上旬　出穂45～35日前を目安
に行う。

　　施 用 量：けい酸加里・マルチサポート　20kg/10a
　　施 用 量：塩化加里　7～10kg/10a
　●穂肥

品種名 穂肥適期
出穂前日数

窒素成分量
（㎏/10a）

ひとめぼれ 出穂25～20日前 1～2
コシヒカリ 出穂15日前 1～1.5

　・�今季の気温・降水量・日照時間により生育状況は変わる。
幼穂長、葉色、草丈を良く観察し施用する。

　・�穂肥施用により、いもち病にかかりやすくなるため、
防除とセットで行う。

伊藤 一男氏
（安達）

佐藤 保彦氏
（そうま）

ＪＡからのお知らせ

◎農薬を使用する際は、ラベルに記載の登録内容（使用時期、使用量等）をよく
確認し、使用して下さい。

◎防除日誌への記載漏れの無いように、農薬散布後は忘れずに防除日誌へ記帳
しましょう。

◎栽培情報は当面の間、農の達人栽培講座に変更となります。

　環境制御とはP20 ～ 21の農業人でご紹介した通り、
植物本来の生理的現象である光合成を最大限に活か
す環境をハウス内に取り入れる技術です。ステージ
を3ステージに分けることができます。
　第1ステージは測定した環境を見直し、自分の管
理を変えていくこと。
　第2ステージはハウス内の環境を自然と同じ方向
に向かわせること。
　第3ステージは炭酸ガスを使用（炭酸ガス発生装
置）し、光合成で生産された養分を作物の実の肥大
や生産に利用させることを行う管理です。

自動天窓のあるハウスで栽培の方へ
　ハウス内の急激な温度・湿度の変化を起こさない
ように、開閉は少しずつ行うことが重要です。また、
時間帯設定を4～6段階とし、早朝から朝、朝から
正午、正午から夕方、夕方から深夜、深夜から早朝、
このような時間帯に合わせた管理を行います。

自動天窓のないハウスで栽培の方へ
　急激なサイド換気を行うことで、ハウス内の湿度
変化を起こしてしまうと、葉の裏側の気孔がとじ、光
合成活動が停止してしまいます。自動天窓がなくて
もハウスの開閉をこまめに自分で作業を行うことに

より環境制御に近づけることが可能です。
　このように、光合成には温度・湿度・日射の3点が
重要になりますので、毎日の天候に合わせて管理し
ていくことが重要です。左記の技術が理想でありま
すが、作物の光合成を高めるためには日照時間が重
要であります。日照があることにより光合成が開始
されますので、日照がある時に灌水を実施すること
が重要です。水と一緒に溶け込んだ肥料を吸い上げ
ますので、植物がよくなります。

☆読者プレゼント
　環境制御に関する書籍「ハウスの環境制御ガイ
ドブック～光合成を高めればもっととれる～」（農
文協）を抽選で５名様にプレゼントします。
　任意の用紙に郵便番号・住所・氏名・電話番号
をご記入の上、5月25日までにFAX番号（024－
529－6512）へ送信願います。送信後、営農部農業
振興課（024－573－1303）までご一報いただけれ
ば幸いです。当選発表は厳選な抽選の上、商品発
送をもって発表にかえさせていただきます。
　抽選にもれた方にも環境制御に関する資料を差
し上げます。また、書籍応募以外の方でも資料を
ご希望の方は営農部農業振興課（024－573－1303）
までご一報願います。

環境制御ってな～に？ ～施設栽培における光合成を重視した環境制御方法～

和
牛
せ
り
市
場
・
乳
牛
せ
り
市
場

単位:円（税込）■ＪＡふくしま未来実績（開催日　4月5日・6日）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 56 56 766,376 1,098,360 449,280 288 2,661 284 785,700 -19,324
去 107 107 896,925 1,385,640 655,560 313 2,870 280 919,067 -22,142
計 163 163 852,074 1,385,640 449,280 304 2,802 282 858,769 -6,695

単位:円（税込）■福島県家畜市場（開催日　4月5日・6日）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 334 333 767,919 1,436,400 398,520 287 2,679 285 807,927 -40,008
去 480 478 883,917 1,386,720 561,600 311 2,841 277 922,512 -38,595
計 814 811 836,288 1,436,400 398,520 301 2,778 280 877,818 -41,530

　
去
勢
の
実
施
は
、
5
カ
月
齢
ま
で
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
発
育
が
良
好
な
子
牛
で
あ
れ
ば
、
4
カ
月
齢
実
施
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
去
勢
後
は
、
牛
舎
を
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

単位:円（税込）■乳牛せり市場（開催日　4月19日）
成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 前月価格 前月比

登録牛 1 367200 367,200 367,200 121 3035 ー 367,200
妊娠牛 1 889,920 889,920 889,920 ー ー ー 889,920
ET和雌 4 514,800 571,320 432,000 104 4,966 535,680 -20,880
ET和雄 11 626,400 726,840 378,000 94 6,683 664,632 -38,232
乳雌牛 2 25,380 45,360 5,400 62 413 ー 25,380
乳雄牛 20 95,094 131,760 5,400 70 1,352 121,080 -25,986

F1雌（育成） 21 388,852 478,440 ー 294 1,322 396,076 -7,224
F1雄（育成） 14 453,291 529,200 357,480 331 1,368 468,720 -15,429

F1雌（スモール） 47 296,104 393,120 203,040 71 3,070 215,110 80,994
F1雄（スモール） 67 377,871 447,120 157,680 77 4,923 330,355 47,516

ワンポイント
アドバイス

営
農
面

営
農
面
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平成29年　開花状況　
（福島地区：果樹研究所　伊達地区：桑折町伊達崎）

品　種 地区 開花始期 満開期

あかつき
福島地区 4月12日 4月17日
伊達地区 4月12日 4月17日

ゆうぞら 福島地区 4月14日 4月19日
川中島白桃 伊達地区 4月14日 4月19日

1.病害虫防除
　・�ももの生育概況に合わせて適期に薬剤を散布する。
　・�せん孔細菌病春型枝病斑の発生が散見されているので、
見つけ次第せん除し、適正に処分する。

2.予備摘果（満開後15日～20日頃）
　・�仕上げ摘果（核割れの起きやすい時期）をなるべく避
けるため、予備摘果は極力強めな摘果をする。修正摘
果は2～3回できるように着果管理をする。

　・�摘果作業にあたっては、まず園地を見廻し、樹勢の弱
い樹から先にとりかかる。枝の中心に着果するよう、
枝の先端や根元部分は全て摘果する。特に枝の先端は
果実の成長が早いため核割れが起きやすい。

　・実施順序
　　暁星⇒あかつき⇒日川白鳳・川中島白桃⇒奥あかつき
　　�（小玉になりやすい品種⇒結実不安定・生理落果の多い
品種）

　・�暁星等、早生品種は早めの着果制限を実施し、満開後
30日までには概ね一回りする。

　・�核割れ（早生種・あかつきなど）、生理落果の多い品種は、
急激な摘果を行わない。

　・�日川白鳳、ゆうぞら、ネクタリン等は数回に分けて、
軽く実施する。

　・�花粉がないか、少ない品種の川中島白桃、ネクタリン
等は、実止まりが確認できる満開後25日頃から始める。

3.潅水の実施
　・�晴天の日が1週間以上続き、新梢伸長が鈍るほど土壌が
乾燥している場合に潅水を実施する。潅水量の目安は
10aあたり、2インチポンプで約2時間程度（大玉生産
の為には、特に細胞分裂の時期は充分な土壌水分が重
要なポイント）

4.追肥
　・�葉色が淡く樹勢回復等で必要な場合のみ追肥をする。
　・�ももの施肥は3の倍数である3月（芽出し肥）、6月（玉肥）、

9月（礼肥）、12月（元肥）に実施するが、12月の元肥
でチッ素をきらさないように、有機質肥料（堆肥等）
を使用すれば、追肥を行うことはない。

　・�「みらいろ物語」シリーズの、一発型「もも基肥」施用
時は追肥不要。

5.仕上げ摘果（満開後40日～55日頃）
　・細胞の肥大促進と果実肥大を促す。
　・�生理落果の多い品種（白桃系）では、落果が終わり次
第摘果を行う。なお、障害果（双胚果や核障害果）の
発生は、園地・品種によって異なるので、園地状況を
良く確認する。

　・実施順序
　　暁星⇒あかつき⇒日川白鳳・川中島白桃
　・�核割れ等を助長するので、硬核期（平年6月10日～30日）
は、一切果実に触らないこと。

6.新梢管理
　・6月は1年の中で最も伸長する時期。
　・�新梢が混み合ってくると日当たり・風の通りが悪くなり、
樹形のみだれ、果実品質低下、農薬のかけムラがでて
くるので、夏季剪定を行う。

　・�主枝、亜主枝の背中から発生した旺盛な徒長枝は、「成
葉4～5枚残して」摘心する。

　・但し、1樹当り20本前後とし、それ以上は切除しない。
7.修正摘果（収穫10～14日前）
　・�奇形果・小玉果・核割れ果・病害虫被害果などの障害
果を、収穫前の夏季剪定と同時期に摘果する。正常果
を選び着果数を制限するため、できる限り園主本人が
行う。

　・『1枝1果』を基本とし、最終調整を行う。
　・�樹上選果として、シルバーシートを敷く時に、商品価
値のない果実（よろけ果）は落とす。

8.収穫前～収穫時管理
　・枝吊り、支柱立ては収穫14日前に行う。
　・着色管理、葉摘みは、着色開始期から終了時まで行う。
　・�シルバーシート（反射シート）は、収穫7～10日前を
目安に、白色シート（スノーテック・パールライトSH
など）は、収穫14日前を目安に敷く。

　・収穫は涼しい朝方に行う。

農薬については最寄りの営農事業所までお問い合せ下さ
い。使用する際は、隣接する作物、ハウス等に飛散しな
いようご注意下さい。また散布する日の天候条件を十分
考慮しご使用下さい。

◎�福島地区飯坂営農センター安斎浩二、伊達地区本部
指導販売課徳江真彦が監修しました。

樅山 和一郎氏（福島） 加藤 武夫氏（福島） 齋藤 正則氏（伊達） 蓬田 幸夫氏（伊達）

●JA出荷が95%（個人販売はAゾーン率に計上）
●�協議会目標の「10ａ当たり　2.5t  100万円」の目標
はそれなりに達成している。
　�《重点取組事項》の「現状18～20本(開心形）/10a

から16本（低樹高栽培）」は我家では上記本数（概ね
25本/10a)で栽培。
●�「Ａゾーン率　45％」の目標は未達成。
　秀品率アップのために適期作業に努めたい。
●� ｢糖度平均13度以上｣ は我家には厳しい目標。
　�有機肥料の施肥、光合成活用のため製品化率を低下さ
せない範囲で遅取り検討。今、平均13度以上の高糖
度の割合の多い農家の取組を是非教えていただきたい。
　�また、規格外品になってはおしまいなので《重点取組
事項》の｢◎栽培管理の徹底　①収穫遅れ防止適期収穫、
収穫時の雇用確保｣ に注意する。

●�残念ながら規格外品を活用した6次化（1次化：生産
×2次：製造×3次：販売）は先の課題だが、JAと協
力しながら取り組みたい。
●�雇人費は460万円。震災前は164万円。年齢には勝て
ないが、地元の雇用には貢献していることになってい
ると納得。
●�専従者給与は433万円。専従者給与控除後の農業所得
が損害賠償金とほぼ同額。損害賠償がないと私の所得
がなく、これが厳しい現実。
●�昨年12月開催の農業経営講演会講師：トップリバー
嶋崎秀樹社長の「私たち農業者も、先輩が後輩に時代
はこうなるよ、人々のニーズはこうなっていくよ、だ
から農業者はこういう経営をしていくべきだよと、教
えていくような業界にならないといけない」との言葉
に触れ、データを提供させていただいた。

※Aゾーンとは ｢特秀18・16・15・13玉｣。個人販売・傷害果・個選も出荷数量・販売額に計上。
※「10a当たりJA販売通帳振込額100万円」は広報誌1月号の連絡協議会役員懇談会で協議された目標。
※�地域農業計画策定段階で「10a当たり最高反収3.5t�最高販売額実現農家　140万円」と記載しましたが、上回る農家が存在
しておりました。
※当資料作成を希望の方は営農部園芸課(℡024－573-2905)・農業振興課(024-573-1303)までご連絡願います。
※当シリーズ連載を合併事業計画書65頁「農業所得600万円農家による農業所得アップ研修」に代えさせていただきます。

<平成28年産の品種毎の出荷データ> (色塗部分は目標達成）

管内の優良もも農家の事例をご紹介します

ももの担い手農家と確認!!
アッププラン目標値達成に向けて

品種
面積�
�

（a)

成木�
�

（本）

出荷数量�
�

（t)

反収
�

（t/10a)

Aゾーン
率�
(％）

Aゾーン�
JA販売単価
（円）

JA販売�
単価�
(円/㎏）

販売額�
�

(万円）

10a当たり�
販売額�
(万円）

10a当たり
JA販売通帳振込額�
(万円）

早生 13 33 4.7 3.6 ―　 ―　 343 154 118 76
中
生
あかつき 32 80 15.9 4.9 21.2 504 431 660 206 134
まどか 32 80 16.3 5.0 37.0� 443 402 559 174 124

晩
生

川中島白桃 40 100 15.3� 3.8 42.6 378 344 481 120 102
ゆうぞら 12 30 5.4 4.5 24.9 445 383 179 149 106
その他 4 10 2.0 5.0 ―　 ―　 452 92 230 201
極晩生 36 90 8.7 2.4 ―　 ―　 531 398 110 89
もも計 169 423 68.3 4.0 ―　 ―　 359 2,523 149 105
りんご 24 ―　 6.1� 2.5 ―　 ―　 ―　 167 ―　 ―　
計 193 ―　 74.4 ―　 ―　 ―　 ―　 2,690 ―　 ―　

ももネクター 深コンで約500箱。毎年減少を目標。 もも選果格外 平コン1.5個（目標は1個以下）

①平成28年度の課題� ネクター発生、Aゾーン未達
②平成29年度目指す姿� 農の達人の助言や連絡協議会重点取組事項に忠実に取り組んでいきたい。
③自分が取り組む事� 収穫時の工夫によりネクター抑制
④JAに期待している事� �みらいろテン運動(販売単価２%アップ・生産資材５%ダウン）、後継者育成、営農指導、

(制度が続く間の）損害賠償請求手続
⑤目標販売高� 販売高は現状維持、所得アップに重点
� （※営農指導員が目標改善農家5戸と取り組んでいる項目を記入いただいた）
⑥5年後の目標� �体を大事に、体が続く限り80代（農業）現役で送れる礎を築き、農業の喜びを味わいたい。

所得アッププラン（改善目標）の明確化

所得アップに向けた改善目標・課題を明確に決定！

課題が
明確に!!

自分の農業経営の強み・弱みが一目瞭然！

営
農
面

営
農
面
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輝きを未来へ輝きを未来へ
相馬農業高校相馬農業高校

よくわかる福大農学系学部設置について

作物栽培領域を学問する
髙田大輔 福島大学 農学系教育研究組織設置準備室 准教授

　

前
回
、
前
々
回
と
福
島
大
学
食
農
学

類（
仮
）の
基
本
構
想
あ
る
い
は
そ
の
根

幹
と
な
る
4
つ
の
専
門
領
域
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
専
門
領
域

の
一
つ
で
あ
る
、
作
物
栽
培
領
域
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
領

域
で
は
そ
の
名
称
の
通
り
、
稲
作
、
果

樹
、
野
菜
な
ど
の
作
物
の
栽
培
に
関
す

る
領
域
で
あ
り
、
い
か
に
安
定
し
て
高

品
質
な
農
産
物
を
生
産
で
き
る
か
？
と

い
っ
た
課
題
に
主
に
取
り
組
む
こ
と
な

り
ま
す
。

　

本
領
域
内
で
の
各
分
野
の
関
わ
り
合

い
に
つ
い
て
、
図
に
示
し
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
本
大
学
の
食
農
学
類
で
は
こ

れ
ま
で
に
紹
介
し
た
通
り
、
領
域
の
垣

根
を
越
え
て
、
学
生
教
育
、
学
術
研
究
、

地
域
農
産
業
へ
の
貢
献
を
遂
行
し
て
い

く
訳
で
す
が
、
今
回
は
、
作
物
栽
培
領

域
内
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
構
想
に

絞
っ
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
島
県
は
い
わ
ゆ
る
農
業
県
と
言
わ

れ
る
都
道
府
県
の
1
つ
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
作
物
栽
培
領
域
と
の

名
の
通
り
基
礎
と
な
る
の
は
、
作
物
学

や
園
芸
学
な
ど
の
栽
培
を
主
体
と
す
る

分
野
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
作
物
生
産
を
支
え
る
分
野
の

1
つ
と
し
て
、
品
種
適
正
や
構
成
を
検

討
す
る
育
種
学
と
い
う
分
野
が
位
置
付

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
分
野
は
、
新
た
な

品
種
を
開
発
す
る
だ
け
で
な
く
、
既
存

の
品
種
を
見
直
す
た
め
に
も
存
在
し
ま

す
。
昨
今
の
気
象
変
動
に
対
応
し
て
、

適
地
適
作
と
な
る
品
種
は
、
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
動
の
中

で
埋
蔵
遺
伝
資
源
を
再
発
掘
し
て
、
利

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
耕
作
放
棄

地
の
増
加
へ
の
対
応
、
あ
る
い
は
、
米

作
な
ど
の
余
剰
生
産
地
の
最
適
化
を
行

う
た
め
に
、
飼
料
作
物
や
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
目
的
と
し
た
、
飼

料
資
源
学
と
も
結
び
つ
き
ま
す
。

　

た
だ
、
植
物
そ
の
も
の
に
関
す
る
分

野
だ
け
で
、
栽
培
の
す
べ
て
を
補
え
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
物
の
栽
培

に
は
、
そ
の
土
地
ご
と
の
栽
培
環
境
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

は
土
壌
学
や
植
物
栄
養
学
が
密
接
に
関

わ
り
ま
す
。
人
類
の
食
料
を
賄
え
る
だ

け
の
作
物
を
生
産
す
る
に
は
土
壌
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。

そ
の
要
素
を
植
物
が
ど
の
よ
う
に
吸
収

し
、
ど
の
程
度
の
養
分
が
必
要
で
、
光

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
の
程
度
必
要
か
？
を

把
握
す
る
植
物
栄
養
学
へ
と
結
び
つ
き

ま
す
。
こ
の
作
物
の
必
要
養
分
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
余
剰
投
入
を
行
わ
な
い

農
業
、
つ
ま
り
環
境
保
全
農
業
に
結
び

つ
く
最
適
解
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
土
地
へ
の
余
剰
な
投
入
は
、
環
境

負
荷
の
み
な
ら
ず
、
病
害
虫
の
管
理
に

と
っ
て
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。
農
地
の
適
正
管
理
に
と
っ
て

病
害
虫
の
管
理
は
重
要
で
す
が
、
環
境

保
全
型
農
業
の
動
脈
と
言
っ
て
も
良
い

安
全
安
心
の
農
産
物
を
生
産
す
る
た
め

の
低
投
入
農
業
で
は
さ
ら
に
重
要
と
な

り
ま
す
。
両
者
の
関
係
性
を
昆
虫
学
や

植
物
病
理
学
な
ど
の
視
点
か
ら
解
析
す

る
こ
と
は
必
須
で
す
。
た
だ
し
、
食
料

生
産
の
基
礎
が
な
い
ま
ま
、
環
境
保
全

型
農
業
を
謳
っ
て
も
う
ま
く
い
く
わ
け

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
基
本
と
な

る
栽
培
学
（
作
物
・
園
芸
）
と
の
試
行

錯
誤
を
す
る
こ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
領
域
内
で
の
学
問
を
分
野
循
環
さ

せ
る
こ
と
で
福
島
県
と
し
て
の
最
適
な

作
物
生
産
に
結
び
つ
く
ア
イ
デ
ア
や
人

材
を
輩
出
で
き
れ
ば
と
考
え
る
次
第
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
生
産
さ
れ
た
県
内

農
産
物
は
、
他
の
専
門
領
域
の
助
力
も

得
な
が
ら
、
高
付
加
価
値
化
・
攻
め
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
要
素
を
加
え
な
が

ら
、
流
通
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。
こ
の
図
は
、
あ
く
ま
で
一
例

で
、
他
の
領
域
や
、
も
ち
ろ
ん
地
域
の

産
業
と
の
関
わ
り
合
い
も
重
要
で
す
。

本
図
で
言
う
と
こ
ろ
の
矢
印
（
⇔
）
は
、

本
大
学
か
ら
読
者
の
皆
さ
ん
に
も
向
い

て
い
ま
す
。
本
食
農
学
類
で
は
様
々
な

方
々
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
様
々
に
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

応用昆虫学応用昆虫学
保全農業学

　病理学　

福島型保全農業の
再構築、環境管理型
ペストマネジメント

土 壌 科 学
土壌要素の
吸収特性の
提唱

体内循環系の
提唱

植物栄養学

栽培環境
の確認

作物育種学
新品種
の開発

園芸学
（果樹・野菜・花）

作物栽培学
（稲・大豆・麦）

適正品種
の見直し

余剰生産耕地
の最適化、
耕作放棄地
の再展開

飼料資源学
図：作物栽培領域内での各専門の関わり

適切な防除法の確認

高付加価値化の提案、
既存栽培体系の見直し、
安心安全栽培の提案

【
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
の
高
校
生
来
日
】

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
の
高
校
生
が
3
月

27
日
、
南
相
馬
市
に
来
日
し
、
相
馬
農
業

高
校
で
「
今
、
原
発
事
故
後
の
社
会
に
生

き
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
を
通
じ
て
「
原
発
事
故
が

起
こ
っ
た
こ
と
を
け
っ
し
て
風
化
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
、
私
た
ち
と
同
じ

思
い
を
持
っ
て
い
る
高
校
生
が
遠
く
海
外

に
い
る
こ
と
を
感
じ
、
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
後
に
は
校
内
を
案
内
し
、
今

回
の
体
験
か
ら
「
相
馬
農
業
高
校
の
生
徒

と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
も
っ
て
活
動
し

て
い
き
た
い
」
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

（
天
沼
）

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
で
特
別
賞

受
賞
】

　

慶
応
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
主
催
の

全
国
農
業
高
校･
農
業
大
学
校
を
対
象
と

し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
の
授
賞

式
が
3
月
28
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
相
馬

農
業
高
校
は
、
1
次
審
査
で
全
国
47
都
道

府
県
の
代
表
校
及
び
特
別
枠
に
選
抜
さ
れ

た
65
校
の
本
審
査
に
残
り
、「
審
査
員
特

別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

審
査
は
、「
１
．自
分
た
ち
ら
し
い
新
し

い
農
業
へ
の
夢
や
希
望
が
表
現
さ
れ
て
い

る
」「
２
．学
校
が
外
部
と
つ
な
が
る
た
め

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」「
3
．学
校
の

特
徴
や
独
自
の
活
動
が
表
現
さ
れ
て
い
る
」

「
4
．地
元
農
業
と
の
関
係
に
貢
献
し
て
い

る
」「
5
．農
業
と
農
業
以
外
の
分
野
と
の

架
け
橋
と
し
て
役
に
立
っ
て
い
る
」「
6
．

農
業
の
国
際
連
携
に
貢
献
し
て
い
る
」
な

ど
を
主
た
る
項
目
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

ぜ
ひ
、
相
馬
農
業
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http

：//w
w

w
.som

a-ah.fks.ed.jp

【
ハ
マ
ナ
ス
の
研
究
】

　

本
校
で
は
、
地
域
に
咲
い
て
い
る
ハ
マ

ナ
ス
の
栽
培
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
今
回
は
、
ハ
マ
ナ

ス
の
根
か
ら
抽
出
し
た
染
料
を
用
い
た
染

色
を
試
み
ま
し
た
。
は
っ
き
り
と
し
た
色

で
は
な
く
、
淡
い
色
合
い
の
趣
が
あ
る
良

い
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
色
々
と
試

行
錯
誤
を
し
な
が
ら
、
実
や
花
だ
け
で
は

な
い
、
地
域
の
商
品
開
発
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
地
域
に
元
気
を

発
信
し
よ
う
！
」

を
合
言
葉
に
　

▲ホームページコンテストの受賞校

▲ハマナスの根抽出の染料で染色を行った生徒

▲教室を訪れるベラルーシの高校生

営
農
面

営
農
面
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女性部
活動紹介

■開催日　3月25日　　■会場　二本松支店
　新役員は下記の通りです。（敬称略）▲

部長…菅原ハル子（安達）▲

副部長…堀内恵美子（二
本松）渡辺淑子（白沢）

▲

会計…菅野富子（岩代）

▲

庶務…押山淳子（大玉）

　女性部本部は第2回通常総代会を4月5日、北信支店で開き、
女性部の総代や来賓、JA関係者ら135人が出席。役員改選を
含む5議案全てを可決承認し、部長には橘内弘子さん（福島
地区）を再選しました。
　総代会では、橘内弘子部長が「強力な結束力を以って一歩
踏み出す勇気の実現・実践で、輝くみらいろのもと女性らし
い活発な活動を進めていく」とあいさつ。菅野孝志組合長が
祝辞を述べました。議事では、伊達地区の小野富美江さんが
議長を務め、平成28年度事業報告・収支決算報告や29年度

事業計画・収支予算、規約の一部改正、役員改選などを協議
し全議案を可決承認しました。事業報告では、特に県内の関
連3大会で最優秀賞を受賞し、3冠を達成した快挙を報告。
事業計画では、組織強化活動・JA運営への女性参画、健康
増進活動、生活文化活動など重点実施の6項目を決議しまし
た。終了後には、福島市公会堂で行われた東日本大震災復興・
原発被害支援企画、前進座85周年特別公演「怒る富士」を
鑑賞しました。
新役員は次の通りです。（敬称略）
●部　長・橘内弘子（福島地区）
●副部長�・富田キヨ（伊達地区）・菅原ハル子（安達地区）� �

・半谷真知子（そうま地区）
●会　計・渡邉浩子（福島地区）
●庶　務・清野久子（そうま地区）
●監　事・�佐久間ツヤ子（伊達地区）・堀内恵美子（安達地区）
●委　員�・半澤敦子（福島地区）・佐藤京子（伊達地区）� �

・渡辺淑子（安達地区）・加藤里子（そうま地区）

■開催　3月30日　　■会場　JA福島ビル
　新役員は下記の通りです。（敬称略）▲

部長…橘内弘子（飯坂総
合支部）　

▲

副部長…渡邉浩
子（北福島総合支部）半澤
敦子（松川総合支部）

▲

書
記…佐藤世津子（吾妻総合
支部）

▲

会計…髙根イヱ子
（福島東部総合支部）

▲

監　
事…佐藤イネ（福島南総合
支部）斎藤ミイ子（川俣飯
野総合支部）

■開催　3月19日　　■会場　そうま地区本部
　新役員は下記の通りです。（敬称略）▲

部長…半谷真知子（原町）▲

副部長…清野久子（小高）
加藤里子（新地）

▲

庶務・
会計…会田ツタ枝（飯舘）▲

監事…大塚悦子（鹿島）
伊東千恵子（相馬中村）

女性部本部総代会を開催
橘内弘子部長を再選

女性部福島地区通常総代会福島

安達地区本部女性部通常総会安達 そうま地区本部 第1回通常総代会そうま

本部

新役員を代表してあいさつする橘内部長

新任のあいさつをする菅原部長 再任された半谷部長

新役員を代表して橘内部長があいさつ

　女性部福島地区飯坂総合支部は４月４日、女性部のフ
レッシュミズ・ミドル・エルダー部会の３世代交流会を
開きました。福島地区における女性部３世代交流会は、
飯坂総合支部(旧女性部飯坂方部)が発祥とされていて、
現在は、女性部福島地区全体での「３世代交流着物パー
ティー」へと発展。飯坂総合支部単体での交流会は今回
が５年ぶりの開催となります。
　交流会では福島市出身の朗読家のにほんまつ千比呂先
生と音楽家の大宮妙子先生を講師に招き、朗読と音楽の
コンサートを行いました。参加者は声の出し方を学びな
がら春の歌のメドレーを歌って楽しみました。

福島 ５年ぶりに復活
女性部飯坂総合支部交流会

感情を込めて歌う参加者

　そうま地区の女性大学つるし雛サークル1期生の皆さんは
4月13日、地区本部1階会議室でつるし雛作りを行いました。
今回は5月の端午の節句を前に、兜がモチーフの雛飾りに挑戦。
お茶菓子やコーヒーを囲んで歓談しながら作業をしました。
　同サークルは震災後に、家に籠らず外に出て気分転換して
欲しいという想いから始まりました。1期生の皆さんの出身
地は新地町や相馬市、南相馬市鹿島区とバラバラですが、今
では気が置けない仲となって
いるそう。参加者は「みんな
で集まって話しながら作業す
るのが楽しい。おしゃべりに
集中して今日中に雛飾りが作
り終わらないかもね」と話し
ていました。

つるし雛で端午の節句そうま

型紙作りをする皆さん 完成品

　女性部伊達地区梁川総合支部は、自給野菜の普及を目指し、
全8支部の部員を対象に支部ごとに「野菜作り教室」を毎年
開いています。参加者には、野菜の種が配付され、講習会の
中で種まきの実演のほか、実際にポリポットに種まきを行っ
て持ち帰ることもでき、毎回参加者から好評を得ています。
　野菜作り教室は4月10日～13日にかけて、それぞれ8会場

自給野菜の普及目指し
全支部で野菜作り教室開く伊達

野菜作りの基本を学びました(白根支部)

カボチャの種まきを実演しました（富野支部）

で行われ、合計で185人の部員が参加しました。教室の前半は、
作物ごとの適正酸度の保ち方や肥料のやり方など、野菜の植
え付け時のポイントを中心に、野菜作りの基本を学びました。
後半は、配付されたカボチャ「ほっとけ栗たん」の種をポリ
ポットにまく実演を行いました。支部によっては、実際に自
分で種をまいて持ち帰りました。指導に当たったのは梁川町
在住で土づくりマスターの八巻正好さん。八巻さんは「作物
それぞれの特性に応じた栽培管理が大切」と、作物ごとに詳
しく作り方を指導しました。

■開催　3月29日　　■会場　桑折総合支店
　新役員は下記の通りです。（敬称略）▲

部長…富田キヨ（保原）

▲

副
部長…佐久間ツヤ子（国見）・
佐藤京子（梁川）

▲

監事…小野
富美江（伊達）・蓬田由美子（桑
折）

▲

庶務…酒井美枝子（霊
山）

▲

会　計…斎藤洋子（月
舘）

伊達地区本部 第1回通常総会伊達

新役員を代表してあいさつする富田部長

生
活
面
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活
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みみららいいろろキッチンキッチン
ベジフル

みらいっ子
福島地区 安達地区

そうま地区そうま地区
伊達地区

元元 気気にに すすすす くくくく

仲良し4人組♡
野菜＆果物大好き！！

いっぱい食べて
大きくな～れ☆彡

福島市泉
●竹山和雄さんの
　お孫さん
●琉

りゅう

稀
き

くん（7歳）、飛
ひ

那
な

ちゃん（9歳）、
　幸

さき

那
な

ちゃん（2歳）、侑
ゆう

那
な

ちゃん（5歳）

二本松市郭内
●阿部直子さんのお子さん
●竜

りゅう

聖
せい

くん（1歳）

1歳のお誕生日
おめでとう♡

これからもニコニコ
元気に育ってね！

伊達市保原町
●石川知弘さん、
　明子さんのお子さん
●雅

まさ

基
き

くん（2歳）、
　陽

はる

香
か

ちゃん（9ヶ月）、
  裕

ゆう

基
き

くん（3歳）

仲良し3兄妹！
いつまでも仲良くね！

相馬市中野
●森健一さん、郁美さんのお子さん
●千

ち

夏
なつ

ちゃん（8ヶ月）

みんなを笑わせる
天才！ぐんぐん

成長して下さい♡

　日本野菜ソムリエ協会認定の「野菜ソムリエ」が、旬の野菜・くだものを使ったおすすめの料理
を紹介します！今回は野菜ソムリエの井浦さんがおすすめする、今が旬の「スナップえんどう」を使っ
た美味しくて見た目も楽しめる「スナップえんどうの彩りサラダ」です。

　旬のスナップえんどうに、
彩りよく生ハムやモッツァ
レラチーズ、ミニトマト、コー
ン、人参などの具材を詰めて、
見た目もきれいで美味しい
おすすめのサラダです。

・スナップえんどう................................. 20個
・プチトマト.............................................. 8個
・じゃがいも.............................................. 1個
・人参..................................................... 1/2本
・むき海老............................................... 100g
・コーン.............................................. 大さじ2
・モッツァレラチーズ............................. 100g
・生ハム..................................................... 5枚
・卵............................................................ 1個
・レタス..................................................... 2枚

＜ドレッシング＞
マヨネーズ........................................... 大さじ2
ヨーグルト........................................... 大さじ1
ケチャップ........................................... 大さじ1
レモン汁.............................................. 小さじ1
玉ねぎのみじん切り............................... 1/4個
塩...............................................................少々
コショウ....................................................少々
ガーリックパウダー..................................少々

①�スナップえんどうは筋をとり、塩を少々入れたお
湯でさっと茹でます。
②�プチトマトは半分に切ります。じゃがいもは皮を
剥き、薄くスライスしフライパンで焼きます。
③�人参は、小さいサイコロ形にカットし塩を少々入
れたお湯でさっと茹でます。
④�むき海老は、塩を少々入れたお湯でさっと茹でます。
⑤�コーンは缶からだし、水気を切っておきます。
⑥�モッツァレラチーズは小さいサイコロ形に切ります。

一般社団法人　日本野菜ソムリエ協会
■.野菜ソムリエ　井浦弘晃さん
プロフィール：.当ＪＡの職員として広報業務の傍ら、調理師、

野菜ソムリエの資格を活かし、食農育の取り
組みやＪＡの農産物ＰＲチームにも所属し、
消費宣伝活動などにも取り組んでいる。

作り方

スナップえんどうの
彩りサラダ

今回のメニュー

材料（4人分）

⑦�卵はゆでてくし形に切り、レタスは食べやすい大
きさに手でちぎります。
⑧�ドレッシングの材料をすべて混ぜあわせます。
⑨�茹でたスナップえんどうを開き、中に生ハム、コー
ン、モッツァレラチーズ、人参、ミニトマトなど
好きな具材を入れます。
⑩�器にレタス、じゃがいも、プチトマト、ゆで卵、
生ハム、海老を盛りつけ、⑨を一緒に並べます。
⑪�8のドレッシングを添えて出来上がり。

生
活
面

生
活
面

31 30



健 康 コ ラ ム健 康 コ ラ ム

福島県農協会館診療所（所長）
重富 秀一 氏

HealthHealth ColumnColumn

　
「
薬
を
服
用
す
る
こ
と
な
く
安
全
に

か
つ
健
康
的
に
血
圧
を
下
げ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
か
「
血
圧
を
下
げ
る
薬(

降

圧
剤)

に
は
未
だ
様
々
な
副
作
用
が
あ

り
、
な
る
べ
く
飲
ま
な
い
ほ
う
が
良
い
」

と
い
う
よ
う
な
話
を
週
刊
誌
や
雑
誌
で

読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
実
際
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
？

今
回
は
、
高
血
圧
の
基
本
的
な
こ
と
を

お
話
し
ま
す
。
血
圧
と
は
血
液
が
流
れ

る
と
き
に
血
管
を
押
す
圧
力
の
こ
と
で

す
。
心
臓
は
収
縮
と
拡
張
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
が
、
心
臓
の
出
口
に
は
逆
流

を
防
ぐ
弁
が
あ
る
の
で
、
心
臓
が
拡
張

し
た
と
き
で
も
血
液
は
流
れ
続
け
ま
す
。

心
臓
が
収
縮
し
た
と
き
の
血
圧
が
最
も

高
く
、
拡
張
し
た
と
き
の
血
圧
が
最
も

低
く
な
り
ま
す
。
血
圧
は
、
心
臓
が
一

回
に
押
し
出
す
血
液
の
量
と
そ
の
と
き

の
血
管
抵
抗
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

心
臓
の
活
動
や
血
管
抵
抗
は
、外
気
温
、

精
神
状
態
、
運
動
な
ど
で
変
化
す
る
の

で
、
正
常
な
人
で
も
血
圧
は
常
に
変
動

し
て
い
ま
す
。
日
中
活
動
時
の
血
圧
は

夜
間
睡
眠
中
に
比
べ
10
～
20
㎜
Hg
程

度
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
普

通
の
生
活
を
し
て
い
て
も
、
一
時
的
に

血
圧
が
高
血
圧
域
に
達
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
一
時
的
な
血
圧
上
昇
を
高

血
圧
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
い
ま
高
血
圧
で
治
療
し
て
い

る
人
は
、
全
国
で
１
，０
０
０
万
人
以

上
い
る
そ
う
で
す
。
健
診
で
高
血
圧
が

疑
わ
れ
た
場
合
は
、
日
本
高
血
圧
学
会

の
高
血
圧
の
診
断
手
順
（
図
２

－

１
）

に
よ
り
診
断
し
治
療
を
行
な
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
高
血
圧
は
本
態
性
高
血
圧

と
い
わ
れ
る
遺
伝
的
素
因
を
背
景
し
た

も
の
で
す
が
、
ま
れ
に
腫
瘍
や
血
管
病

変
が
原
因
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
初
め

て
高
血
圧
と
い
わ
れ
た

人
は
治
療
を
始
め
る
前

に
専
門
的
な
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、「
薬
を

服
用
す
る
こ
と
な
く
安

全
に
か
つ
健
康
的
に
血

圧
を
下
げ
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
か
「
血
圧
を

下
げ
る
薬
に
は
様
々
な

副
作
用
が
あ
り
、
な
る

べ
く
飲
ま
な
い
ほ
う
が

良
い
」
と
い
う
週
刊
誌

や
雑
誌
の
記
事
を
お
読

み
に
な
っ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
確
か
に

塩
分
を
制
限
し
た
だ
け

で
血
圧
が
著
明
に
低
下

す
る
高
血
圧
（
食
塩
感

受
性
高
血
圧
）
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
割
合
は

だ
い
た
い
30
％
位
で

す
。
た
だ
、
年
齢
と
と

も
に
腎
臓
の
働
き
は
衰

え
て
き
ま
す
の
で
、
食

塩
感
受
性
高
血
圧
で
な

い
人
で
も
塩
分
を
控
え
た
ほ
う
が
良
い

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

生
活
習
慣
を
是
正
（
表
４

－

１
）
し
て

血
圧
が
下
が
る
程
度
は
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
す
し
、
平
均
す
る
と
10
㎜
Hg

未
満
な
の
で
（
図
４

－

１
）、
1
ヶ
月

く
ら
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
血
圧
が
正

常
域
ま
で
下
が
ら
な
い
と
き
は
降
圧
薬

を
服
用
し
て
血
圧
を
安
定
さ
せ
る
べ
き

で
す
。
薬
の
副
作
用
を
過
剰
に
心
配
す

る
方
も
い
ま
す
が
、
治
療
開
始
前
に
医

師
と
良
く
相
談
し
て
疑
問
を
解
消
し
、

納
得
し
て
治
療
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

血圧の話

高血圧治療ガイドライン2014（日本高血圧学会編）より

�「
そ
う
ま
産
天
の
つ
ぶ
」を 

ブ
ラ
ン
ド
に

　
福
島
県
内
で
最
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
に
比
べ
草
丈
が
低
く
倒
伏
し

に
く
い
特
徴
を
持
つ
「
天
の
つ
ぶ
」
は
、「
震

災
か
ら
倒
れ
な
い
（
負
け
な
い
）」
と
い
う

願
い
か
ら
相
馬
地
域
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
の
そ
う
ま
地

区
で
は
平
成
25
年
か
ら
本
格
的
に
栽
培
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

栽
培
に
合
わ
せ
て
、
課
題
と
な
る
の
が

販
売
（
流
通
）
面
。
営
農
部
直
販
課
そ
う

ま
地
区
セ
ン
タ
ー
の
米
津
友
市
セ
ン
タ
ー

長
は
「
全
国
に
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
』
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
。
そ
れ
な
ら
『
そ
う
ま

産
天
の
つ
ぶ
』
で
全
国
的
な
知
名
度
を
上

げ
よ
う
」
と
考
え
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
化

す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
「
差
別
化
」。「
天

の
つ
ぶ
」
の
大
粒
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
、

全
国
で
も
前
例
の
な
い
「
２・
０
５
」
へ
の

挑
戦
を
始
め
ま
す
。

　
「
２・
０
５
」
に
賛
同
し
た
の
が
、
相
馬

市
の
桑
折
さ
ん
で
し
た
。「
そ
う
ま
地
区
の

気
候
に
合
っ
て
い
て
、
多
収
量
が
望
め
る

か
ら
天
の
つ
ぶ
を
作
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
作
っ
た
も
の
が
ど
う
し
た

ら
売
れ
る
の
か
を
考
え
な
く
て
は
産
地
が

成
り
立
た
な
い
」
と
い
う
想
い
で
、
特
注

の
網
目
２・
０
５
㎜
の
ふ
る
い
に
か
け
て
大

粒
を
よ
り
強
調
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
天
の

つ
ぶ
」
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

桑
折
さ
ん
は
お
米
の
選
別
方
法
を
課
題

に
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
天
の
つ
ぶ
を
網

目
１・
９
０
㎜
と
２・
０
５
㎜
の
２
回
の
選

別
を
行
う
こ
と
で
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
度
ふ
る
い
に
か
け
た
も
の
は

ど
う
し
て
も
品
質
が
下
が
っ
て
し
ま
う
た
め
、

つ
ぶ
を
更
に
大
き
く
２・
１
０
㎜
に
拡
大
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
問
題
解
決
で
き
な

い
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
桑
折
さ
ん
は
「
天

の
つ
ぶ
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
か
ど
う
か
は
、

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
実
感
し
て
い
な
い
。

で
も
、
今
後
の
産
地
を
良
く
し
て
い
く
た

め
に
『
２・
０
５
』
は
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

�

6
次
化
商
品
の
開
発・販
売

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
プ
レ
ミ

ア
ム
天
の
つ
ぶ
」
と
併
せ
、
天
の
つ
ぶ
の

認
知
度
を
上
げ
る
た
め
に
様
々
な
商
品
開

発
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
統
一
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
純
米
酒
「
天
の
つ
ぶ
」

　
「
天
の
つ
ぶ
」
を
１
０
０
％
使
用
し
た

特
別
純
米
酒
。
味
わ
い
は
淡
麗
辛
口
で
、

ど
ん
な
料
理
に
も
合
い
ま
す
。

（
製
造
元
：
㈱
鈴
木
酒
造
店
）

お
米
せ
ん
べ
い

　
「
天
の
つ
ぶ
」
を
使
用
し
た
サ
ラ
ダ
せ

ん
べ
い
。
お
米
一
粒
一
粒
の
食
感
や
味
を

楽
し
め
ま
す
。

ラ
イ
ス
ス
イ
ー
ツ

　
大
粒
米
の
粒
感
を
残
し
、
甘
く
て
ミ
ル

キ
ー
に
仕
上
げ
た
ラ
イ
ス
プ
デ
ィ
ン
グ
風

ス
イ
ー
ツ
。「
ふ
く
し
ま
お
い
し
い
大
賞

２
０
１
６
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

天
の
つ
ぶ
×
た
こ
飯
の
素

天
の
つ
ぶ
×
し
ら
す
飯
の
素

　
相
馬
地
方
の
海
産
物
を
使
っ
た
、
炊
き

込
み
ご
飯
セ
ッ
ト
。
お
米
も
同
封
さ
れ
て

い
る
の
で
贈
り
物
に
も
最
適
で
す
。

職員がＰＲする統一パッケージの商品

キリン絆グループが、東北の復興応援として取り組ん
でいる「復興応援 キリン絆プロジェクト」の中で、当
ＪＡ管内で実施されたプロジェクトに参加した方々の
インタビューと併せて活動をご紹介いたします。

そうま天のつぶ
ブランド育成プロジェクト

相馬地方の水稲栽培を再生させるため、大粒の米「天
のつぶ」のブランド化に挑戦。生産者としてプロジェ
クトに関わってきた桑折健一さんに粒の大きさ「2.05
㎜以上」へのこだわりや想いについて伺いました。 自らが取り組む「プレミアム天のつぶ」

Vol.1

復興応援 キリン絆プロジェクトレポート
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俳
句

桜
花
川
面
に
散
り
し
花
筏

梅
村 

チ
ヨ
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

花
見
す
る
場
所
と
り
急
ぐ
幹
事
さ
ん

吉
田 

フ
サ
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
）

桜
咲
く
雲
雀
ヶ
原
で
騎
馬
を
待
つ

吉
田 

昭
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

離
任
式
峠
を
越
え
し
手
に
華
を

清
水 

義
宏
さ
ん
（
相
馬
市
）

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
梅
の
小
枝
で
春
の
声

大
堀 

ス
サ
子
さ
ん
（
新
地
町
）

七
年
目
我（う
ち

）

が
家
の
竹
の
子
食
べ
た
い
が

岡
田 

英
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

春
雨
に
庭
の
樹
木
の
光
り
け
り

志
賀 

方
次
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

春
う
ら
ら
猫
も
蛙
も
跳
び
は
ね
る

菅
井 

昭
子
さ
ん
（
国
見
町
）

ツ
バ
メ
来
て
宿
は
こ
こ
か
と
里
が
え
り

佐
藤 

弘
美
さ
ん
（
福
島
市
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
頭
に
土
の
せ
顔
を
出
す

石
幡 

洋
一さ
ん
（
桑
折
町
）

吾
妻
嶺
に
春
を
知
ら
せ
る
雪
兎

夏
山 

繁
樹
さ
ん
（
福
島
市
）

陽
に
映
る
野
草
の
強
さ
元
気
づ
く

武
藤 

ミ
ヨ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

荒
漠
を
念
じ
鎮
撫
の
う
ぐ
い
す
や

遠
藤 

文
子
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

う
ぐ
い
す
菜
朝
味
そ
汁
に
摘
め
ば
鳴
く

志
賀 

隆
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

都
会
よ
り
彼
待
つ
地
元
恋
の
ぼ
り

松
坂 

義
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

短
歌

今
年
こ
そ
ゼ
ン
マ
イ
の
株
移
植
す
る

　

矢
先
に
誰
か
先
ま
わ
り
し
て

岡
田 

英
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

観
月
の
水
辺
に
浮
か
ぶ
花
辺
を

　

鴨
ら
啄
む
心
和
む
る

渡
邊 

等
さ
ん
（
国
見
町
）

万
作
の
花
は 

一
途
に
誇
る
け
ど

　

望
み
に
欠
け
が
な
け
れ
ば
い
い
が

安
藤 

直
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

待
っ
て
た
ヨ
ツ
バ
メ
ち
ゃ
ん
ワ
ン
ル
ー
ム

　

今
年
も
作
る
よ
命
を
か
け
て

吉
田 

英
子
さ
ん
（
伊
達
市
梁
川
町
）

捨
て
ら
れ
ず
嫁
入
り
時
の
下
駄
箱
に

　

ク
ミ
ア
イ
印
地
下
足
袋
あ
り
ぬ

佐
藤 

ヨ
シ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

転
院
し
慣
れ
ぬベッ
ト
に
見
る
夢
は

　

心
に
掛
る
家
族
の
一
ひ
と 

齣こま

岡
崎 

英
也
さ
ん
（
桑
折
町
）

水
軍
の
子
孫
大
臣
に
今
逆
に

　

頭
を
下
げ
て
南
へ
西
へ

清
水 

義
宏
さ
ん
（
相
馬
市
）

川
柳

ミ
サ
イ
ル
で
外
交
の
的
外
れ
た
か

岡
田 

英
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

今
年
も
ま
た
緑
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
米
づ
く
り

今
野 

純
子
さ
ん
（
新
地
町
）

桜
咲
き
そ
う
し
て
ら
れ
ぬ
雪
う
さ
ぎ

笠
原 

富
美
子
さ
ん
（
福
島
市
）

思
い
出
す
恩
師
の
こ
と
ば
「
そ
れ
ら
し
く
」

佐
藤 

福
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

六
年
ぶ
り
大
漁
旗
め
く
請
戸
港

浜
野 

春
江
さ
ん
（
新
地
町
）

忘
れ
ず
に
いつ
も
の
川
に
お
や
こ
カ
モ

今
野 

純
子
さ
ん
（
新
地
町
）

ス
ケ
ー
ト
も
4
回
転
の
ハ
イ
レ
ベ
る

浜
野 

春
江
さ
ん
（
新
地
町
）

いつ
ま
で
も
他
力
本
願
続
か
な
い

平
間 

勝
成
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

午
前
二
時
川
柳
手
治
し
二
度
寝
す
る

佐
藤 

ツ
ネ
さ
ん
（
福
島
市
）

山
笑
ふ
誇
る
国
見
が
む
ら
を
見
て

志
賀 

隆
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

花
散
り
て
川
面
に
浮
か
ぶ
華
模
様

松
坂 

義
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

雪
山
で
登
山
訓
練
や
ら
ぬ
が
得
さ

藤
原 

馨
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

マ
ス
ク
し
て
心
の
化
粧
忘
れ
た
か

大
畑 

敦
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

諸
会
長
世
話
し
た
人
に
キ
バ
あ
っ
た
と
は

太
田 

三
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

春
浮
き
浮
き
放
射
ド
キ
ド
キ
笑
顔
カ
サ
カ
サ

太
田 

幸
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
脳
の
智
力
を
培
加
さ
せ

三
浦 

良
一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

夫
亡
き
後
子
孫
不
運
に
悔
涙
せ
り

林 

マ
キ
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

平
和
世
が
性
犯
罪
多
く
困
っ
た
も
ん
だ

武
山 

勇
一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

復
興
に
市
の
山
々
坊
主
山

藤
原 

和
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

東
京
市
場
云
っ
た
忘
れ
た
セ
リ
つ
か
づ
か
？

引
地 

茂
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

避
難
者
達
伝
統
踊
り
に
感
動
す

前
川 

充
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

鈴木 栄子さん（伊達市保原町）

鈴木 美江子さん（伊達市梁川町） 野田 好子さん（伊達市保原町） 米倉 由枝さん（南相馬市鹿島区）

桑折 ツネ子さん（南相馬市原町区）

清野 八智子さん（伊達市保原町）菅野 惠子さん（桑折町）

曳地 美雪さん（伊達市梁川町）林 仁子さん（木更津市）

佐藤 弘美さん（福島市）

八巻 美奈子さん（伊達市梁川町）

今村 久子さん（伊達市保原町） 山田 ひで子さん（伊達市保原町）

阿部 政子さん（伊達市保原町）

髙橋 きぬさん（伊達市保原町）

宍戸 フミさん（桑折町）

岡﨑 イクさん（桑折町）

佐藤 静子さん（伊達市保原町） 佐藤 ヨシさん（二本松市）

作品募集中 !
絵手紙、川柳、俳句などの作品を募集いたします。
住所・氏名・年齢・ご連絡先を明記の上ハガキま
たは封書にて、お送りください。また、「みらいろ」
を見てのご意見、ご感想もお待ちしております。
応募締切は5月22日（月）必着です。
〒960-0185
福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来「みらいろ作品展」係

※応募多数の場合は、掲載できない場合もございます、
あらかじめご了承ください。
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訪問介護登録ヘルパー募集中！
勤務時間

休　　日

職　　種

資格条件

給　　与

勤務場所

お問い合わせ先

勤務者の都合の良い時間に勤務が出来ます。但し勤務シフトによる
勤務例：「朝夕だけの勤務」「日中だけの勤務」「土・日だけの勤務」
　　　 「不規則で空いている時間だけ」「平日だけの勤務」など
　　　 もちろん、「フル稼働」もOKです。
週に1日～ 6日程度（シフトによる）
登録ヘルパー（介護パート職員）
介護職員初任者研修修了（旧ヘルパー 2級）以上介護福祉士資格者優遇
○通　常　　　　　時給　1,200円
○早朝夜間祝日　　時給　1,500円
○日曜日　　　　　時給　1,620円
　交通費、移動時間賃金を規程に基づき別途支給
勤務場所についてはお問い合わせ下さい
経済部介護福祉事業課　各地区担当まで（月～金曜日　8時30分～ 17時）

●福島地区　024-565-3200 ●伊達地区　　024-575-0104
●安達地区　0243-24-6211 ●そうま地区　0244-46-5037

地域の介護をみんなで支え合いましょう！！

地域の介護をみんなで支え合いましょう！！

直売所のお買い物はJAカードで!!

本サービスにはご注意事項があります。詳しくは三菱UFJニコス JAカードWEBサイトでご確認ください。■詳細は、お近くのJA窓口、職員までお気楽に。

※�対象店舗でお買い物の際にＪＡカードでお支払いいただくと、そのご利用分はJAカードご利用代金ご請求時に、割引いたします。
一部、割引対象外の商品・サービスがあります。
※�ＪＡビジネスカード、ＪＡコーポレートカード、ＪＣＢブランドのＪＡカードは、本紙記載の特典の対象外です。
※�本特典は、2017年4月1日ご利用分から対象です。ただし、割引開始時期が異なる店舗がございます。
※�本特典は、2017年4月現在のものであり、予告なく割引率の変更や本特典を終了する場合があります。

4月1日より、

店舗名
農産物直売所ここら矢野目店
農産物直売所ここら大森店
農産物直売所ここら吾妻店
農産物直売所ここら黒岩店
農産物直売所ここら清水店
農産物直売所ここら川俣店
みらい百彩館　んめ～べ

旬のひろば
ふれあい　旬のひろば
こらんしょ市

こらんしょ市本宮店

JA団体傷害保険制度JA団体傷害保険制度

B1624300K1206-20161006

●示談交渉サービス付きですので、日本国内においてご家族が加害者となる賠償事故の場合に、
　共栄火災の専任スタッフがご家族に代わって示談交渉を行います。
●示談交渉サービス付きですので、日本国内においてご家族が加害者となる賠償事故の場合に、
　共栄火災の専任スタッフがご家族に代わって示談交渉を行います。

JA団体JA団体傷害保険制度

日常生活個人賠償責任補償特約付帯交通事故傷害保険

自転車事故による相手方への賠償や
ご自身のケガへの充実した補償

自転車事故による相手方への賠償や
ご自身のケガへの充実した補償
自転車事故による相手方への賠償や
ご自身のケガへの充実した補償

自転車に乗っていて
転倒し、入院した。
自転車に乗っていて
転倒し、入院した。

道路を歩行中に、
車にはねられ死亡した。
道路を歩行中に、

車にはねられ死亡した。

こんなときに
保険金を
お支払いします

こんなときに
保険金を
お支払いします

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった。

駐車中の車に自転車で
キズを付けてしまった。

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった。

駐車中の車に自転車で
キズを付けてしまった。

ショッピング中にお店の
商品を壊してしまった。
ショッピング中にお店の
商品を壊してしまった。

年間保険料

4,800円
■お支払いいただく保険料は、被保険者ご本人の職業、年齢、
性別にかかわらず、年額4,800円です。

■被保険者ご本人の年齢によるご加入の制限はありません。

● JA自転車倶楽部は、全国共済農業協同組合連合会
（JA共済連）を保険契約者とし、JAふくしま未来の組
合員の皆さまを加入者（被保険者）とするJA団体傷害
保険制度です。
●日常生活における賠償責任と交通事故等によるケガ
を、日本国内・国外を問わず補償する制度です。

●詳しい内容は最寄のJAの支店までお問い合わせください。

取扱代理店：ＪＡふくしま未来   引受保険会社：共栄火災海上保険株式会社 
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JAからのお知らせJAからのお知らせJAからのお知らせJAからのお知らせ イ ベ ン ト 情 報イ ベ ン ト 情 報イ ベ ン ト 情 報イ ベ ン ト 情 報

　福島地方水道用水供給企業団は、摺上川ダムの水を浄水し、
県北地方の3市3町へ水道水を供給しています。

　今年も6月に、すりか
み浄水場の特別公開を
行います（入場無料）。普
段は入ることのできない
施設をご覧いただけま
す。どうぞ、お気軽にお
越しください。

本格供給10周年
すりかみ浄水場特別公開

あたりまえ  そんなみずこそ  たからもの第59回
水道週間スローガン

■日　時　�平成29年6月3日（土）、4日（日）�� �
午前10：00～午後3：00（受付時間）�

■場　所 すりかみ浄水場�（福島市飯坂町字沼ノ上1番地の1）
■主な催し（予定） 
　�（1）浄水場管理本館等の見学�　（2）ビデオ上映�� �
（3）摺上川ダム紹介コーナー�　（4）パネル展示コーナー�� �
（5）出来たて水道水試飲コーナー�　（6）構成団体コーナー�� �
（7）お楽しみコーナー（水ヨーヨーなど）�� �
（8）�アンケートにご協力いただいた方に� オリジナルペットボトル水

『すりかみの水』をプレゼント
■お問合せ��福島地方水道用水供給企業団�総務課契約管財係� �

TEL　024-541-4100�　URL�http://www.f-wsa.jp/

福島地区福島地区

福島地区

福島地区

福島地区

安達地区
みらいろマーケット in こらんしょ市二本松店

開催日：平成29年5月20日（土）、21日（日）　　　開催場所：こらんしょ市二本松店（二本松市杉田駄子内6-1）
内　容：新発売の未来彩ジャムや各地区の6次化商品の試食販売を行いますので、皆様のご来店お待ちしております。

JAふくしま未来の概要 理事会報告
平成29年3月末現在

組合員数（正）� 47,000人
　　　　　（准）� 47,865人
役　員　数　理事� 55人
　　　　　監事� 8人
職　員　数� 1,427人
准職員数� 381人
出　資　金� 15,854百万円

事業実績
購買品供給高� 1,344百万円
販売品販売高� 992百万円
貯　金　高� 697,463百万円
貸　付　金　高� 151,403百万円
長期共済保有高� 2,742,177百万円

　山木屋と飯館村の避難指示解除から１ヶ
月半。先月は取材や視察研修の同行で、山
木屋に頻繁に足を運びました。でも、「足を
運ぶ」こと事体が、その場所を遠くに感じて
いる証拠。同じ管内なのに、取材ムラがあ
ることにモヤモヤします。「みらいろ歳時記」
に書いたように、５月はパワーに満ち溢れた
月。空前絶後で超絶怒涛な勢いで取材に出
向きたいと思います。イエエエエエー！！
� ( 優花 )

編集後記

第1回理事会 日時 ▼平成29年3月31日（金）午後１時30分
場所 ▼ＪＡ福島ビル10階　1001会議室

■提出議案
議案第 1 号	 平成29年産米の取扱方針及び出荷契約定款について
議案第 2 号	 平成29年度各利用事業の料金について
議案第 3 号	 理事会承認貸付金について
議案第 4 号	 	平成29年度子会社に対する極度額設定による融資取

引について
議案第 5 号	 	平成29年度同一人に対する信用供与等の最高限度額

の決定について
議案第 6 号	 平成29年度事業計画の修正・追加について
議案第 7 号	 減損会計やグルーピング及び損失額確定について
議案第 8 号	 平成28年度目的積立金の取崩しについて
議案第 9 号	 ㈱新ふくしまファーム経営改善計画（案）について
議案第10号	 ㈱新ふくしまファーム役員選出について
議案第11号	 	平成29年度農事組合長・農振会長・支部長の委嘱に

ついて
議案第12号	 白沢支店新築並びに建設委員会の設置について
議案第13号	 理事との利益相反取引について
議案第14号	 平成30年度職員採用募集要領について
議案第15号	 異動対象者に関する内部けん制強化対応要領について
議案第16号	 	平成29年度コンプライアンスプログラムの設定につ

いて
議案第17号	 		反社会的勢力等への対応に関する規程の一部改正につ

いて

平成29年度
環境保全活動実施団体助成の募集経営所得安定対策加入申請相談会
　当ＪＡ福島地区は今年度も、農産物直売所「ここら」
ポイントカードの利用高ポイントの一部を環境保全活動
実施団体へ助成致します。

　米・麦・大豆等について、需要に応じた生産の促進と水田農業全
体の所得向上を目的とした「経営所得安定対策」についての相談会
を下記の日程で開催いたしますので、ご都合の良い日にご参加くだ
さい。

月　日 開催場所 受付時間

5月26日（金） JAふくしま未来北信支店2F会議室
10：00～ 12：00

13：30～ 15：30

5月29日（月） JAふくしま未来福島東部支店会議室 13：30～ 19：00

5月30日（火） JAふくしま未来松川支店2F会議室 13：30～ 19：00

5月31日（水） JAふくしま未来松川支店2F会議室 13：30～ 19：00

6月1日（木） 市役所飯野支所2F会議室2・3
10：00～ 12：00

13：30～ 15：30

6月2日（金） JAふくしま未来福島南支店2F会議室 13：30～ 19：00

6月5日（月） JAふくしま未来福島南支店2F会議室 13：30～ 19：00

6月6日（火） 市役所信陵支所2F会議室
10：00～ 12：00

13：30～ 19：00

6月7日（水） 市役所飯坂支所2F会議室 13：30～ 15：30

6月8日（木） 市役所信陵支所2F会議室 13：30～ 19：00

6月9日（金） 吾妻学習センター 2F研修室
10：00～ 12：00

13：30～ 15：30

6月12日（月） 川俣飯野営農センター資材店舗2F会議室
9：30～ 12：00

13：30～ 16：00

6月13日（火） 川俣飯野営農センター資材店舗2F会議室
9：30～ 12：00

13：30～ 16：00

助成対象
　�　福島市・川俣町に拠点を置く緑花・自然景観等の改善に関わ
る環境市民団体で、平成29年度内に環境保全活動を実施した、
または計画している団体

応募受付期間
平成29年4月10日（月）～平成29年6月9日（金）

助成額
優秀な活動と認定される団体に10万円（5団体）

応募方法
　�　応募用紙に下記の項目を記入し、当ＪＡ福島地区の各支店・
営農センターに提出して下さい。応募用紙については任意の様
式で構いません。

　＜記入項目＞

Ⅰ団体の概要
　①団体名　　②代表者氏名　　③郵便番号・住所
　④電話・ファックス番号（担当者氏名を記入）
　⑤団体の設立目的・活動内容（写真含む）
Ⅱ今期の取り組み事業計画
　 平成29年3月1日～平成30年2月28日の間で取り組む（又は取

り組んだ）事業について計画書を作成してください。

審査・助成後の取り組みについて
　�　提出して頂いた書類を審査し、優秀な5団体を決定します。助成後
は、活動が終了した段階（活動がすでに終了している団体について
も同様）で報告書を提出していただきますので、ご理解賜りますよ
うお願い申し上げます。
　※報告書提出のない団体については助成金を返還して頂きます。

＜お問合せ先＞　�JAふくしま未来　営農部直販課福島地区センター� �
TEL　024-553-3657　　FAX　024-553-3119

野菜栽培指導会の開催

５月26日（金）   午前10時30分～　福島南支店会議室  
午後 2時～　　　 庭塚地区活性化センター会議室

５月29日（月） 午前10時30分～　北信支店会議室  
午後 2時～　　　 川俣飯野営農センター会議室室

５月31日（水） 午前10時30分～　松川営農センター会議室  
午後 2時～　　　 立子山地区活性化センター会議室

①果菜類の定植後の管理 ②病害虫防除対策 ③現在出荷品の注意点★今月の内容★
「花卉新規栽培者募集説明会」の開催について

5月22日（月）　午前10時00～　北信支店小会議室
5月22日（月）　午後 2時00～　福島南支店小会議室
5月23日（火）　午前10時00～　吾妻営農センター会議室
5月23日（火）　午後 2時00～　松川営農センター会議室
5月24日（水）　午前10時00～　川俣資材店会議室
※最寄りの会場へお越しください。

JAの基幹作物の小菊の栽培概要についてご説明いたします。

クロスワードパズルクロスワードパズル
タテのカギ ヨコのカギ

二重マスの文字をA~Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

答え

官製ハガキに、①パズルの答え  ②郵便番号  ③住所 
④氏名  ⑤年齢  ⑥職業  ⑦電話番号  ⑧ＪＡや広報誌
に関するご意見、ご要望、地域の話題等を記入の上、
下記の宛て先までご応募ください。

〒960-0185　福島県福島市北矢野目字原田東 1-1
ＪＡふくしま未来「広報誌クロスワードパズル」係

応募方法

宛て先

締め切り

※記載された個人情報は、賞品の発送以外の目的には使用いたしません。当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

平成 29年 5月22日（月）必着

①身を立てて故郷へ――を飾った
③肩や腰が痛むときに貼ることも
⑤傷や病気が治ること
⑥「これが生命線で、これが運命線……」と見ていきます
⑦ろくろ首やのっぺらぼうなど
⑨梅雨どきには差す機会が増えます
⑪漆で描いた文様に金粉などを付けて仕上げます
⑬釣った魚を入れます
⑮お酒よりもお菓子が好きな人
⑰本当にあったこと
⑲つるべで水をくみ上げます
⑳1階建ての建物のこと
㉑居酒屋や料理屋の入り口によく下げられています

①6月の第3――は父の日です
②収穫物を――・優・良に仕分けした
③梅干しの色付けにも使われる葉野菜
④止まらずに行ってしまいました
⑥近付くと雨が降りやすくなります
⑧草を刈るときに使います
⑩長崎の麺料理。ちゃんぽんと並ぶ名物
です
⑫願い事を書いて奉納する板
⑭ナガス、マッコウ、ミンクといえば
⑯お手洗い、ご不浄などともいいます
⑱鬼が出るか――が出るか

たくさんのご応募ありがとう
ございました。
正解者の中から抽選で
「みらいろオリジナルグッズ」
を10名様にお送りさせてい
ただきます。

先月号の答え

チ マ キ ＠ ア ゲ ハ
カ チ ン コ ＠ キ レ
ス ＠ ト ジ マ リ ＠
イ ド ウ ＠ レ ン チ
＠ ラ ン ナ ー ＠ ヨ
ツ イ ＠ タ シ ヨ ウ
カ ブ ト ＠ ア ガ リ

マ ー ガ レ ツ ト

JAふくしま未来
オリジナルキャラクター
きゅうり之介

※最寄りの会場へお越しください。【連絡先：営業部直販課福島地区センター】TEL（024）553-3657お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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